


32みぶの日フェアみぶの日フェアみぶの日フェア
　町の魅力を町内外に向けて発信するイベント「み
ぶの日フェア」を３月２日（土）に開催しました。「み
ぶの日フェア」は、毎年３月２日を数字の語呂合わ
せで「３２（みぶ）の日」と位置付けて開催するイベ
ントです。今回で８回目の開催となり、晴天の中、
約9,000人の方の来場がありました。
　ステージでは、壬生少年少女合唱団によるオープ
ニングパフォーマンスを皮切りに、南犬飼中学校に
よる和太鼓演奏、Dance studio LOOPによるダン
ス披露、本町出身の安納なおさん、サトウヒロコ
withスタジオMibuヒロコダンサーズによるライブ
が行われ、一緒に歌ったり踊ったりと会場一体で楽
しめるステージとなりました。

　各テントでは、いちごやかんぴょう、おもちゃな
どの町特産品に加え、みぶブランド認定商品や北関
東隣県と連携した食品の販売、町団体によるかんぴ
ょう味噌汁やコストコ壬生倉庫店による試供品の無
料配布など、来場者への町ＰＲに一役も二役も買っ
ていただきました。
　今回は４年ぶりのかんぴょうボウリングと、新た
にeスポーツ体験として太鼓の達人コーナーを設け
ました。多くの家族連れで賑わい、県外から訪れた
家族にも好評でした。
　近隣の「おもちゃ博物館」では施設の無料開放、
「バンダイミュージアム」では入館料半額を当日限

定でご協力いただき、
無料乗車期間中のみぶ
～ぶと連携した周遊型
観光を楽しめる取り組
みも実施しました。
　最後に、本イベント
開催にあたりご協力い
ただきました関係者の
皆さんには深く感謝申
し上げます。
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みぶの日フェア開催

まちトピ

令和６年度
壬生町一般会計当初予算

壬生町子育て支援センター
紹介

人間ドック・脳ドック検診費用
助成金申込受付について

令和６年度前期公民館講座

各課からのお知らせ

児童館・子育て支援センター
からのおしらせ

図書館からのおしらせ

４月16日～５月15日カレンダー

表紙写真：３月２日（土）開催されたみぶ
の日フェアの写真です。
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壬生・ふるさと夢大使の安納なおさん南犬飼中学校による和太鼓演奏

トリはMCを務めるサトウヒロコwithスタジオMibuヒロコダンサーズ

Dance studio LOOPによるダンス披露

◎問合せ　みぶの日実行委員会事務局（総合政策課企画調整係）　☎（81）1813



○C柊あおい

月17日（水）、本町にもメジャーリーグのロサンゼルス・ドジャースに所属する大谷翔平選手から野
球グローブが町教育委員会に届きました。

　「野球しようぜ！」と書かれたメッセージとともに右利き用２つと左利き用１つの計３個のグローブを
それぞれ小学校８校に届けました。大谷選手の子どもたちが野球に興味をもつきっかけとなったらという
想いが伝わってきました。

1
野球しようぜ！

月１日（木）、令和５年度栃木県自治会連合会会長研修大会において、下横町自治
会長の池田康氏が、栃木県自治会連合会自治振興功労者表彰を受賞しました。

　池田氏は10年以上にわたり自治会長として、地域のために尽力され、住みよいまち
づくりに多大な貢献をされています。
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栃木県自治会連合会
自治振興功労者表彰受賞

いけ だやすし

おおたにしょうへい

左から　手塚学校教育課長　松本直美壬生小学校長

月14日（水）、町ソフトボール協会の阿久津
氏が、小菅町長に表敬訪問を行いました。

　阿久津氏は昭和57年の協会設立当初から、40
年以上にわたり本町のソフトボール振興に貢献さ
れてきました。平成14年度～平成20年度、令和
３年度～令和４年度の期間は、本町ソフトボール
協会の会長を務められました。その功績から、２
月３日（土）にとちぎ健康の森で開催された、「令
和５年度永年功労者賞表彰式」において、県ソフ
トボール協会から表彰を受けました。壬生支部か
らの表彰者は、阿久津氏が初めてです。
　表敬訪問には町ソフトボール協会会長の中川正
人氏が同席しました。この度は、誠におめでとう
ございます。

２

壬生町ソフトボール協会 阿久津育生氏表敬訪問
あ　く　つ  いく  お

なかがわまさ

と

まつもとなお  み
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～大谷選手からの贈り物～野球しようぜ！野球しようぜ！

左から　小菅町長　阿久津氏



新小学１年生へのランドセルカバー贈呈

月13日（火）、町消費者友の会（松本英子会長）から会員お手製の「アクリルタワシ」を寄附いただきまし
た。消費者友の会では、地球環境活動の一環としてアクリルタワシを作成しています。

　アクリルタワシは、洗剤を使わず水だけで食器
やキッチンの汚れを洗うことができます。アクリ
ルタワシは持続可能な開発目標ＳＤＧｓの目標12
「つくる責任、つかう責
任」や目標14「海の豊
かさを守ろう」の取り組
みのひとつでもあります。
　今回寄附いただいたア
クリルタワシは、こども
未来課、稲葉・南犬飼出
張所にて妊娠の届出をさ
れた方に配布しています。

まつもとひで こ
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６回壬生町「図書館を使った調べる学習コンクールⓇ」地域コンクールで町長賞を受賞した睦小５年（令和５年
度）中村風雅さんの作品「本当にあるよ！おもちゃのまち」が、全国コンクールに出展され優良賞を受賞。３月１

日（金）に小菅町長に、受賞の報告をしました。
　全国コンクールには1,753点の作品が出展され、中村
さんの作品は入賞33作品に次ぐ優良賞135作品に選
ばれました。
　中村さんは「今回のテーマは壬生町にいっぱい人が
きてもらいたいという思いで作成しました。次回は地域
コンクールで４年連続の町長賞、全国コンクールではさ
らに上の賞が取れるように頑張りたいです」と作品に対
する思いやこれからの抱負について話していました。
　町長からは、「このコンクールに対する中村さんの粘
り強さは素晴らしい。今回の作品は町づくりに勇気を与
えてくれる気づきとなりました。次回はテッペンを目指
して頑張ってほしい」とエールがありました。

第

木地区交通安全協
会から、令和６年

度に町内の小学校に入学
する新１年生へ、ランド
セルカバーの贈呈をいた
だきました。
　黄色のランドセルカバ
ーは、町公認キャラクター「みぶの妖精　ミーナ」
がデザインされています。ミーナの部分が反射材
になっていて、新１年生が事故に遭わず安全に笑
顔で登下校できるようにとの願いが込められてい
ます。

栃

左から　田村教育長　栃木地区交通安全協会壬生支部篠原富太郎支部長

左から　古川八千惠副会長　小菅町長　松本英子会長　宮﨑久美子副会長
ふるかわ や   ち   え　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 みやざき く   み  こ

新小学１年生へのランドセルカバー贈呈

第27回「図書館を使った調べる学習コンクールⓇ」全国コンクール

手作りのアクリルタワシを寄附壬生町消費者友の会

しのはらとみたろう
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左から　田村教育長　中村さん　小菅町長

町長に報告

新小学１年生へのランドセルカバー贈呈新小学１年生へのランドセルカバー贈呈

なかむらふう が



ジタル田園都市国家構想交付金を活用し、
町内の中学校に短焦点型のプロジェクター

を設置しました。短焦点型のプロジェクターは、
約30センチの距離から100インチの大画面に投写
することが可能で、黒板の上など限られたスペー
スに設置することができます。
　また同交付金の活用により、メタバース空間に
壬生町を再現することを進め、仮想空間の利用を
通じた、まちづくりに関する探究的な活動を行
い、地域資源の理解深化を図ります。
　今後とも町では、教育環境の整備に取り組み、
情報教育の推進を進めていきます。

デ
中学校にプロジェクター設置中学校にプロジェクター設置

童生徒の安全・安心な教育環境の確保を目指
して、藤井小学校・羽生田小学校・壬生北小

学校に防犯カメラを設置しました。防犯カメラは、
不審者の校内への侵入や器物へのいたずらを防止す
るため、各学校の正門や通用門などの出入口付近に
設置してあり、24時間稼働の録画が可能で、職員室
等のモニターで教職員が確認できるようになってい
ます。
　町では令和３年度から防犯カメラの整備を進め、
今年度町内全ての小中学校に設置が完了しました。

小学校に防犯カメラ設置
児

月10日（土）に、町保健福祉センターで地域づくり
勉強会が開催され、31人の方が出席しました。

　勉強会では、お茶を飲みながらおしゃべりをしたり本
を読んだりした他、自由に過ごせる「文庫＆カフェむつ
み」の活動状況について説明があり、六美町北部自治会
の永野自治会長、「文庫＆カフェむつみ」の五十嵐会長
が参加者からの質問に答えていました。その後、地域の
情報交換や、地域で必要とされていることをテーマにグル
ープで話し合いを行い、さまざまな意見が交わされました。

2
第４回地域づくり勉強会開催

※デジタル田園都市国家構想交付金の概要
　デジタル田園都市国家構想の実現による地方の社会課題解決・魅力向上の取組を加速化・深化する観点から、「デジタ
ル田園都市国家構想交付金」により、各地方公共団体の意欲的な取組を支援。

5

なが  の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   い が ら し

中学校にプロジェクター設置



町では、平成26年度に現行の学校給食費に改
定して以来、食材費の値上がりが続く中、食

材購入などの工夫により、学校給食費を値上げする
ことなく、学校給食の提供を続けてきました。しか
し、価格高騰が続く中、食材購入などの工夫だけで
は、子どもたちに理想的な給食を提供するのが困難
な状況になってきました。
　そのため学校給食費の値上げを検討しましたが、
子育て世代の経済的負担の軽減を図るため、学校給
食費の値上げを行わず、食材費高騰分を町で負担す
ることにしました。町では令和５年度から、みぶっ
子すくすくランチサポート事業（令和６年度予算
11,378,000円）として、１人当たり月額350円を
上乗せ補助し、栄養バランスの取れた学校給食の維
持に努めています。

本
学校給食費を補助しています学校給食費を補助しています
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学校給食費を補助しています



○C柊あおい

月14日（水）に、役場で“つなぐ輪みぶ”交
流会を開催しました。

　生活支援ボランティア従事者の方々17名が参
加し、今期の「つなぐ輪みぶ」でのボランティア
活動の報告や、今後の活動にあたっての検討事
項などについて、活発な意見交換を行いました。
　つなぐ輪みぶでは、高齢者の方が住み慣れた
自宅で生活できるように、掃除や食事作り、病
院の付き添いなど、生活支援ボランティア派遣
事業を有償で行っています。
　ボランティアに応募したい方や利用を希望す
る方は、お住いの地域の地域包括支援センター
へ問合せください。

２

「つなぐ輪みぶ」 交流会活動報告
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◎問合せ　壬生北地区地域包括支援センター　☎（86）3579
　　　　　壬生南地区地域包括支援センター　☎（82）2119

　おもちゃのまち遊々創生ワーキングでは、多くの人に
町の魅力が伝わるよう動画を作成し、公開しています。
　夢のような町で生きる、夢見る人に会いに行く旅『ユ
メビト』は「人から町を知る」をテーマに作られた地方
創生動画です。

ワーキング事業紹介

【ユメビト】#02
『ホスピタルイン獨協医科大学編』
菊地由香里支配人

②

遊々創生遊々創生

　第２弾は、「ホスピタルイン獨協医科大学」
　お話を伺ったのは
・菊地由香里支配人
　今回は、ホテルで輝くユメビトのお話……

きく ち   ゆ   か   り

　２月９日（金）に「企業版ふるさと納税」として、株式会社日本水道設計社様より20
万円の寄附をいただきました。
　寄附金は、「壬生町で安心して元気に暮らす事業」の１つである『下水道普及促進
事業』へと活用していきます。

※企業版ふるさと納税とは、企業が自治体に寄附をすると税負担が軽減される制度のことです

企業版ふるさと納税の
寄附をいただきました



～子どもたちの輝く未来へ

予算
規模

予算の概要
　令和６年度の壬生町一般会計予算は１５３億５千万円となりました。旧庁舎解体事業やおもちゃ
のまち駅のバリアフリー化整備事業が完了したことが要因となり、前年度の予算規模を約０．７％下
回っています。しかし、恵川浚渫事業、新産業団地整備事業、国谷駅前広場整備事業、六美町北部
土地区画整理事業関連などのハード整備を実施する見込みであることから、前年度とほぼ同水準の
過去４番目の予算規模となりました。
　令和６年度当初予算を『子どもたちの輝く未来へ　未来創造に向けた投資予算』と名付けさせて
いただきました。子育て支援を強化し、全ての子どもが健やかに成長できる社会を目指す内容とな
っています。質の高い教育機会の提供、子どもと家族のための福祉サービスの拡充、子どもたちの
身体的、精神的なサポートするための多岐にわたる施策に予算を割り当てています。
　また、社会の持続可能性を支えるインフラ整備に注力し、環境保全、そしてアクセスしやすい公
共交通網の構築を目指して、総合的なアプローチで社会基盤を強化した町の未来を創造するための
予算となっています。

未来創造に向けた投資予算～

8

○C ＴＯＭＹＴＥＣ
イラスト：MATSUDA98

当
初
予
算

153億5千万円

六美町北部土地区画整理支援事業（六美吾妻線＆六美東通り）

令和６年度壬生町一般会計当初予算令和６年度壬生町一般会計当初予算

　壬生町特別広報官の壬生むつみが令和６年度当初予算を発表します。
　昨年は壬生ＰＡスマートＩＣ整備と新産業団地開発が本格始動し、
町の将来に向けた発展の新たな道筋がついた１年となりました。今年
も辰年にふさわしく、龍が天に昇るように、町が大きな躍進を遂げ、
「住み続けたい。住んでよかった」、そして「住んでみたい」と思える
壬生町の実現を目指した、積極予算となっています。



下水道事業会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

17億5,527万9千円
15億8,184万円

102.7%
105.2%

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

8億9,657万3千円
14億2,968万3千円

79.0%
83.3%

予　　算　　額 対前年度比

歳出合計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車税環境性能割交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

6,140,628

140,046

1,000

25,000

20,000

70,000

1,010,000

25,000

15,000

210,150

1,440,000

4,000

63,163

216,213

2,135,662

1,399,986

35,649

115,003

673,038

300,000

467,762

842,700

15,350,000

40.0

0.9

0.0

0.2

0.1

0.5

6.6

0.2

0.1

1.4

9.4

0.0

0.4

1.4

13.9

9.1

0.2

0.7

4.4

2.0

3.0

5.5

100.0

96.6

100.1

50.0

100.0

100.0

100.0

108.6

100.0

100.0

477.6

112.5

100.0

98.0

100.6

98.9

98.2

103.4

158.6

81.2

100.0

112.0

81.6

99.3

△214,554

98

△1,000

0

0

0

80,000

0

0

166,150

160,000

0

△1,320

1,338

△23,252

△25,880

1,171

42,500

△155,432

0

50,081

△189,900

△110,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款

一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表一般会計 款別集計表
対前年度
比（％）

対前年度
増減

（単位：千円）（単位：千円） 歳　出歳　入

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

127,238

1,389,913

5,729,572

1,013,599

141

592,853

674,901

2,435,199

691,348

1,348,521

6

1,316,706

3

30,000

15,350,000

0.8

9.0

37.3

6.6

0.0

3.9

4.4

15.9

4.5

8.8

0.0

8.6

0.0

0.2

100.0

98.4

85.6

100.1

89.9

96.6

176.0

118.2

98.1

101.4

91.3

100.0

103.2

100.0

100.0

99.3

△2,067

△234,525

6,365

△114,409

△5

256,022

103,882

△46,740

9,505

△128,727

0

40,699

0

0

△110,000

本　年　度

構成比（%）予算額
款 対前年度

比（％）
対前年度
増減

【企業会計】【特別会計】
水道事業会計

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出

6億8,376万円
5億9,792万3千円

100.4%
97.1%

資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

1億195万7千円
3億9,424万8千円

87.8%
99.6%

予　　算　　額 対前年度比

歳入合計

【その他 2.4％】
寄附金
法人事業税交付金
分担金及び負担金
財産収入
配当割交付金
ゴルフ場利用税交付金 
株式等譲渡所得割交付金 
自動車税環境性能割交付金
交通安全対策特別交付金
利子割交付金

153億5千万円 153億5千万円

合　　　　　計合　　　　　計

国民健康保険特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

予　　算　　額 対前年度比

38億4,332万6千円

300万1千円

34億2,446万8千円

6億5,820万2千円

96.2%

100.0%

99.8%

116.0%

会　　計　　名

歳 入 歳 出町税
40.0％

地方交付税 9.4％

国庫支出金
13.9％

【その他 0.2％】
予備費 
労働費 
災害復旧費 
諸支出金

地方特例交付金  1.4％
地方譲与税  0.9％

使用料及び手数料  1.4％
繰越金  2.0％

繰入金  4.4％

町債 5.5％

諸収入  3.0％

地方消費税交付金
　　　　6.6％

県支出金
9.1％

民生費
37.3％

土木費  15.9％総務費　9.0％

教育費
8.8％

農林水産業費　3.9％

衛生費　6.6％

消防費　4.5％
商工費　4.4％

議会費　0.8％

公債費
8.6％

歳 入 歳 出歳 入 歳 出
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グラフで見る一般会計歳入・歳出構成比



みんなでつくる　住み続けたいまち基本姿勢

みんなが安全で　安心して暮らせるまち基本姿勢

みんなで支え合い　健康で元気に暮らせるまち基本姿勢

令和６年度

１

２

３

１

２

３

１

２

３

●第７次総合振興計画等策定事業【新規】　　　８，３００千円
　　第６次総合振興計画および第２期壬生町創生総合戦略が令和
　７年度をもって完了を迎えるため、令和６年度から２か年をか
　けて社会情勢の変化や住民ニーズの多様化を踏まえた次期計画
　を策定する。
●いきいきふれあい応援事業の継続実施（自治会活動支援）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８，０００千円
　　住民が主役の地域づくりを行う自治会活動の支援を継続する。
　自治会のデジタル化や防災活動の促進事業などを継続して上乗
　せの対象に加える。
●まちなか拠点施設整備事業【新規】
　　　　　　　　　　令和５年度繰越分　　１５５，０００千円
　　壬生地区の地域活性化を図るため、民間活力と連携したまち
　なか拠点の整備を推進する。

●申請手続き等ＤＸ推進事業　　　　　　　　　４，７９０千円
　　公共施設の利用予約や窓口申請の電子化により公共サービス
　の利便性向上を推進する。
●公共施設長寿命化工事　　　　　　　　　２０１，７０８千円
　　老朽化した公共施設を将来にわたって長く使い続けるため、
　長寿命化工事を実施する。
　・とおりまち保育園改修等工事　　　　　　　２，１２２千円
　・保健福祉施設改修等工事　　　　　　　　　４，３２４千円
　・おもちゃ博物館改修等工事　　　　　　　２３，３４２千円
　・小学校施設改修等工事（長寿命化分）　　３８，２０１千円
　　　　　　　　　　令和５年度繰越分　　１１２，２７８千円
　・中学校施設改修等工事（長寿命化分）　　２０，４７８千円
　・生涯学習館改修等工事　　　　　　　　　　　　９６３千円

●特殊詐欺対策電話機等購入費補助事業　　　　　　１８０千円
　　特殊詐欺対策電話機等の購入費の一部を補助することで、高
　齢者の特殊詐欺被害の未然防止を図る。
●交通安全施設整備事業　　　　　　　　　　　１，５２９千円
　　カーブミラー新規整備や路面標示工事を実施することで、通
　学路等の安全確保を図る。
●恵川浚渫事業【新規】　　　　　　　　　１９４，７４５千円
　　越水要因の根本的解消のため恵川の浚渫を実施する。

●江川管理事業　　　　　　　　　　　　　　５３，４９８千円
　　近年頻発する豪雨に対応した江川の護岸と管理用道路の整備
　を実施する。
●消防団用ＩＰ無線配備事業【新規】　　　　　６，９８４千円
　　通信不良を解消するためＭＣＡ無線からハイブリッドＩＰ無
　線への更新を図る。

●多機関協働等事業【新規】　　　　　　　　１３，１１６千円
　　住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支
　援体制を構築し、相談支援や参加支援を実施する。
●こども家庭センター運営事業（母子保健部門）【新規】　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２，３４０千円
●　　　　　　〃　　　　　　（子育て支援部門）【新規】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，４０５千円
　　子育て世帯に対する包括的な支援の体制強化のため、こどもに
　関する一体的な相談支援を行うこども家庭センターを設置する。
●子どものための教育・保育給付事業　１，１７１，８３５千円
　　町在住児童を保育・教育する町内外の保育園および認定こど
　も園等へ委託費および負担金を拠出し、良質かつ適正な教育・
　保育の提供を確保する。
●放課後児童健全育成事業　　　　　　　　１６８，３６７千円
　　小学生の授業終了後の適切な遊びおよび生活の場を与え、児
　童の健全な育成を図る。子育て環境の充実のため、運営を団体
　および法人に委託し、保護者の負担を軽減する。
●病児保育事業【拡大】　　　　　　　　　　１７，０３９千円
　　病児保育を実施する町内保育園へ対し補助金を拠出する。令
　和６年度から病後児対応型を病児対応型に切替え、サービスを
　充実化する。
●子育て世帯訪問支援事業【新規】　　　　　　　　７６４千円
　　要保護・要支援家庭および特定妊産婦、ヤングケアラーのい
　る家庭に必要に応じて委託ヘルパー等を派遣し、家事や育児の
　支援を実施する。

●入学準備子育て応援券配布事業　　　　　　　８，７５４千円
　　小・中学校および高校入学を控えた児童生徒の保護者に対し
　て、入学準備のための経済的な支援を実施する。
●婚活推進事業【拡大】　　　　　　　　　　　　　４８９千円
　　独身男女に出会いの場を提供する団体の活動への補助に加え、
　新たにとちぎ結婚支援センターへの登録料を補助する。
●結婚新生活支援事業　　　　　　　　　　　　９，０００千円
　　結婚、妊娠・出産、子育てしやすい環境を整備するため、新
　しく婚姻した夫婦に対して家賃および引越しに要する費用の一
　部を助成し、新生活を支援する。
●出産・子育て応援事業　　　　　　　　　　２３，５７２千円
　　全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境
　を整えるため、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談
　に応じ、必要な支援につなぐ「伴走型相談支援」の充実と妊娠時
　と出産時に現金を支給する「経済的支援」を一体的に実施する。
●使用済みおむつ処理費用補助事業【新規】　　１，２８６千円
　　保護者および保育士の負担軽減につなげるため、使用済みおむつ
　の処分を実施する町内保育施設等を対象に処分費用を補助する。
●こども医療費助成事業　　　　　　　　　２１５，９２７千円
　　高校３年生までの子どもの医療費を全額現物給付（県外医療機
　関受診について償還払い）することで、保護者の負担軽減を図る。
●成人予防接種事業【拡大】　　　　　　　　４６，３９４千円
　　定期予防接種等に加え、新たに帯状疱疹ワクチンの接種を実
　施する。

主 要 な 施 策 の 概 要

10



みんなが自然に囲まれ　心豊かに暮らせるまち基本姿勢

みんなで学び・楽しみ　心が触れ合うまち基本姿勢

みんなが集まる　にぎわいのあるまち基本姿勢

５

６

７

５

６

７

５

６

７

●公用車購入事業　　　　　　　　　　　　　　５，８７８千円
●電気自動車充電設備整備事業【新規】　　　　３，６１２千円
　　カーボンニュートラルの実現に向けて、環境性能に優れた自
　動車電気自動車車両等を購入し、これに備えて電気自動車充電
　設備を整備する。
●環境基本計画等策定事業【新規】　　　　　　７，８１０千円
　　地球温暖化対策実行計画と地域気候変動適応計画を統合した
　環境基本計画を策定する。
●脱炭素化推進事業【新規】　　　　　　　　　１，０００千円
　　カーボンニュートラルの実現に向けて、電気自動車の購入費

　の一部を補助する。
●各種公共施設ＬＥＤ化事業　　　　　　　　２８，８２１千円
　　各施設における省エネルギー化を図るため、照明のＬＥＤ化
　を推進する。
　・町道管理事業（街路灯ＬＥＤリース料）　　３，５６４千円
　　（令和３～16年度債務負担行為）
　・小中学校照明ＬＥＤ化事業　　　　　　　１０，０３８千円
　　（令和３～13年度債務負担行為）
　・公共施設照明ＬＥＤ化事業　　　　　　　１５，２１９千円
　　（令和５～15年度債務負担行為）

●メタバース活用教育推進事業【新規】　　　　１，０００千円
　　メタバースを活用し、町づくりの提案や他市町の児童・生徒
　との交流活動等を行い、郷土愛と創造的な発想を育む。
●情報教育推進事業（ＧＩＧＡスクール構想の推進）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２，７６４千円
　　休校時においても児童生徒が学習の機会を逸しないオンライン授
　業の実施、ＩＣＴを活用した教育環境の整備、インターネットの適正
　な利用およびネットリテラシー向上のための情報教育を推進する。
●英語力向上推進事業　　　　　　　　　　　１１，４６３千円
　　ネイティブな講師との英会話などの機会を多く創出し、全て
　の子どもが確かな自信と高い英語力を身に着け、国際的な交流
　が身近にある環境を整備する。
　・オンライン英会話　　　　　　　　　　　１０，０００千円

　・実用英語技能検定受験料補助事業　　　　　１，４４３千円
●みぶっ子すくすくランチサポート事業　　　１１，３７８千円
　　物価高騰により食材費用の値上がりが続いている状況にあっ
　ても、食事の質を落とすことなく、保護者の負担が増えないよ
　う、給食費の一部を助成する。
●体育館空調機設置事業　　　　　　　　　　１９，４２６千円
　　熱中症を予防し、猛暑・酷暑においても体育の授業等が実施
　できるよう、中学校の体育館および武道場にリース契約で整備
　した空調機を維持管理する。
●中学生国際交流推進事業【新規】　　　　　１４，５５１千円
　　海外派遣を通じて英語学習や国際理解への興味関心を高めコ
　ミュニケーションカを育むとともに、異文化を体験することに
　より、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図る。

●移住定住支援事業　　　　　　　　　　　　　６，０１１千円
　　町内企業の活性化や転入人口の増加のため、移住者に対し支
　援を実施する。
●東京サテライト事業　　　　　　　　　　　　１，７４０千円
　　幅広く官民の最先端情報を収集するとともに、町の文化・経
　済の情報発信の拠点として、サテライトオフィスを運営する。
●新規就農者支援事業　　　　　　　　　　　３２，５０６千円
　　新たに経営を開始する新規就農者の経営確立に資する資金を
　交付する。地域農業の振興を図るため、町外から転入した新規
　就農者に対して定住を促進するため奨励金を交付する。
●圃場整備推進事業　　　　　　　　　　　　６５，０５８千円
　・下稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　３８，７９５千円
　・上稲葉地区圃場整備推進事業　　　　　　　７，５１３千円
　・安塚・上長田地区圃場整備推進事業　　　１８，７５０千円
●新産業団地整備事業　　　　　　　　　　２００，８５７千円

　　産業の活性化や雇用の創出など地域の活性化を図るべく、企
　業へ提供可能な産業用地の整備開発を実施する。
●道の駅みぶ活性化推進事業　　　　　　　６９３，８４８千円
　　道の駅みぶの更なる拡充を図り、利用者のニーズに応じた施
　設運営と快適な空間を提供できるよう、ソフト・ハード両面か
　らの整備推進を図る。
　・活性化推進事業　　　　　　　　　　　　　４，２６９千円
　・みぶハイウェーパークリニューアル整備工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６，０６６千円
　　　　　　　　　　令和５年度繰越分　　６１２，５７８千円
　・第三セクター設立事業【新規】　　　　　４０，９３５千円
●住宅団地造成事業【新規】　　　　　　　　　２，７７２千円
　　県営圃場整備事業下稲葉地区の区域内において、農村集落の
　活性化と均衡ある地域発展を図るため創設非農用地に住宅団地
　を整備する。
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●幹線道路の整備推進　　　　　　　　　　３７６，９９９千円
　　幹線道路の整備により安全で円滑な交通の確保を図る。
　・二級町道56号　　　　　　　　　　　　 ９２，０４６千円
　　⇒下稲葉地区内の道路および歩道の整備
　・二級町道59号　　　　　　　　　　　　 ２９，２８８千円
　　⇒壬生丁地内の道路および歩道の整備
　・二級町道70号　　　　　　　　　　　　 １５，７８９千円
　　⇒壬生北小学校周辺の道路および歩道の整備
　・町道３－１７４号　　　　　　　　　　　１７，０００千円
　　⇒壬生小学校周辺のカラー舗装および側溝の整備
　・重要物流道路改良事業　　　　　　　　１４８，０００千円
　　⇒おもちゃ団地内の重要物流道路の整備
　・町道２－７７２・７７７号【新規】　　　３８，０６７千円
　　⇒睦小学校周辺の道路および歩道の整備
　・町単独道路整備事業　　　　　　　　　　３６，８０９千円
●町道修繕事業　　　　　　　　　　　　　１４３，５８０千円
　　町道の舗装修繕工事、雨水排水対策工事、区画線修繕工事等

　を実施する。
●壬生ＰＡスマートＩＣ整備事業　　　　　１０１，０５１千円
　　壬生ＰＡスマートＩＣの早期供用開始のために、本スマートＩＣ
　と連結する町道等の整備を含めた設計や測量・調査を実施する。
●コミュニティバス“みぶーぶ”運行事業　　５９，５２７千円
　町内を巡回するコミュニティバス“みぶーぶ”を運行する。
●広域連携“ゆうがおバス”運行事業　　　　　６，８８０千円
　　下野市と連携し、地域の利便性向上を図るため、広域連携バ
　スを運行する。
●六美町北部土地区画整理支援事業　　　　１８８，４８１千円
　　魅力的で利便性の高いまちづくりを推進するため、六美町北
　部土地区画整理組合を支援する。
　・都市計画道路整備費負担金　　　　　　　４４，０１０千円
　・六美町北部土地区画整理組合補助金　　１４４，４６１千円
●国谷駅前広場整備事業　　　　　　　　　２００，２８２千円
　　新庁舎の最寄り駅である国谷駅の利用者の利便性向上、集客
　力強化を図るため、駅前広場を整備する。

みんなが快適で　便利に暮らせるまち基本姿勢４４４
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プロフィール

獨協医科大学病院

11月14日世界糖尿病デーのイベント
ブルーライトアップした獨協医科大学病院

医局の皆さん

獨協医科大学病院について教えて！

　獨協医科大学病院は特定機能病院として高度医療の提供を維持し、高
度急性期病院の役割を果たし、地域医療にも貢献してまいりました。今
後も壬生町にお住いの患者さんのために、我々職員一丸となり、患者さ
んを中心とした、患者さんに寄り添う良質な医療を提供してまいります。

病院長の専門分野について教えて！

　糖尿病診療です。糖尿病は全身の血管の病気で、きちんと治療されな
いと、細い血管から太い血管まで侵されます。特に腎臓、目、末梢の神
経の３つが阻害され、それぞれ腎不全・人工透析、視力低下、両足のし
びれ・足壊疽になってしまいます。また、急性心筋梗塞、脳梗塞にもな
りやすいのです。

健康づくりのワンポイントアドバイスをお願いします。

　糖尿病の予防には、健康的な食事、運動習慣（散歩）の定着が重要で
す。年１回は必ず壬生町特定健診を受け、血糖とヘモグロビンＡ１ｃの
検査で糖尿病があるのかを調べましょう。

最後に壬生町の印象・好きなところを教えて！

麻生病院長、ありがとうございました！

　自然豊かで、快晴の日が多い天候、そして美味しい食べ物がたくさん
あり、壬生町に住んで今年の１月で12年が経ちましたが、あっという
間でした。

教 え て ！ 麻 生 病 院 長

YES !
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プロフィール

麻生好正

茨城県鉾田市出身

獨協医科大学病院病院長
（勤続12年目）

〒321-0293
北小林880番地
☎（86）1111（代表）

～経歴～
Ｈ25.４
獨協医科大学内科学（内分
泌代謝）主任教授

Ｈ29.４
獨協医科大学病院副院長
（兼任）

Ｒ４.４
病院長（兼任）現在に至る

獨協医科大学病院

Medical Town
MIBU
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壬生町教育委員会ウェブサイトでもふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

発行：生涯学習課
〒321-0292　壬生甲3841番地1
☎（81）1873 ／ FAX（82）0935
メール　gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

第29号　2024年４月
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Q.１
Q.２

Q.３

準備する 研修会や
交流会

△

○

当日活動
する

やりたいことを
話し合う（企画）

通常の
ふ.る.る

クラブ版
ふ.る.る

△ △ ○

○ ○ ○

　「もっと誰かのために役立ちたい！」「もっと計画や準備の段階から地域活動に取り
組んでみたい！」「もっと自分のアイディアを地域活動に活かしてみたい！」と熱い思
いをお持ちの皆さんにお知らせです。

　地域活動に関心のある中学生と青少年
が会員として登録し、メンバー相互の交
流をはかりながら、壬生町の人と人とを
つなぐ架け橋となるような活動に取り組
むボランティアクラブです。

ふ.る.るMibu JLCは新規会員を募集しています !

全ての活動に参加できなくても、ふ.る.るMibu.JLCに登録できるの？

通常のふ.る.るMibuとはどこが違うの？
ふ.る.るMibu JLCって何？

　できます。できる時に、できる範囲で、楽しく活動できることがボランティア活動の原則です。
少しでも興味のある方はぜひお問合せください。

JLC
ジュニアリーダースクラブ通信通信

当日の活動だけでなく、企画段階から活動します。

　３月２日（土）に、壬生ハイウェーパークにて、
みぶの日フェアが開催されました。ふ.る.るMibu 
JLCでは、ベーコン串とたまごスープの調理販売の
出店をしました。今回のイベントのために、昨年
10月から企画や試作、準備をみんなで協力しなが
ら進めてきました。
　参加した会員からは、「調理をしたりできたもの
を渡したり、呼び込みをしたり、普段あまりできな
いようなことを体験できて楽しかったしよかったで
す！ほかの人とも協力しながら活動ができて、とて
もいい機会になりました」「最後の10本とかにな
ったとき売れたーという驚きと感動がとてつもなか
った。ベーコンを焼くのが地味だけど地道でとても
好きな作業となった。また来年もJLCに入って、こ
のような貢献活動に積極的に取り組んでいきたいと
思った」「僕が提案したベーコン串が一時はどうな
ると思いましたが、完売できてよかったです。参加
できて楽しかったです」「地域の中で行事を通して
みんなと関わることの大切さを感じました」などの
感想がありました。

みぶの日フェアに出店！



◎子育てに関する相談や援助
◎子育て支援に関する講習会の実施

※利用の仕方・毎月の予定・活動の様子などは壬生町公式ウェブサイトに掲載しています

◎親子の遊び場・交流の場の提供
◎地域の子育て関連情報提供

子育て支援センターは０歳から就学前の児童とその保護者が気軽に利用できる施設です。

午前９時～正午　読み聞かせ　午前11時30分頃
午後１時～４時　読み聞かせ　午後２時30分頃
※講習会の日は会場準備のため午後１時30分～

内容：親子自由遊び・保護者同士の交流・育児相談
　　　５分～10分程度の読み聞かせや体操などの実施

子育て応援しています！
壬生町子育て支援センター

場所：壬生甲3843-1
（保健福祉センター内）
☎（82）3309
月曜日～土曜日
午前９時～午後４時30分

●ひよこ　ベビーチャピー☆（ねんねのお友達）
●ひよこ　チャピー☆（歩けるお友達）
●つばめ　ベビーチャピー合同

内容：身長・体重測定　手形・足形とり

　　　　　　・ゆうゆ館（月１・２回程度水曜） 
　　　　　　　　　　　おもちゃ団地協同組合主催
・おもちゃ博物館・バンダイミュージアム他

◎遊びの広場での保育士の対応
◎利用者支援員による相談　
◎相談日
※遊びの広場以外の相談は電話で予約をお願いします

　子育て講習会・ファミサポ講習会・ベビトレヨガ・骨盤ストレッ
チ親子ビクス・食育・じゃれつき遊びなど、育児に役立つ内容のも
のを開催しています。

子育て支援センター
ウェブサイト

日時  毎月１回　土曜日　
午前10時～11時（要予約）
対象：ひとり親とそのご家族（町内在住）
内容：交流・遊びの広場・相談支援

14

子育て家庭のみなさんのご利用をお待ちしています。

☆あそびの広場（予約なし）

☆地域支援活動

☆成長記録会☆ ひよこ・つばめ（要予約）

☆講習会☆ ひよこ・つばめ（要予約）

☆育児相談☆ひよこ・つばめ ☆シングルマザーアットホーム

☆ひよこ☆



☆いっしょにあそぼ！

☆地域交流事業

★その他の活動★

★その他の事業★

☆場　所　安塚1179 - 1　　　
☆電　話　（86）0132 （遊びの広場・ファミリーサポートセンター）
　　　　　（25）7773 （一時預かり保育・利用者支援員相談）

☆おひさまパーク（庭）

壬生町ファミリー・サポート・センター《子育ての手助けを必要とする保護者のお手伝いをします》
〇町内在住または在勤で0歳～小学校6年生までのお子さんを養育している方

一時預かり保育事業
○対象児童
○保育時間
○保育料金
○利用回数

★遊びの広場（庭・室内）は利用当日電話予約〈☎（86）0132〉土曜日は午前中のみの利用

壬生町子育て支援センター

つばめ

　大きなぞうさん列車、アンパンマン遊具・ブランコ・お家や
砂場遊び・緑の芝生の築山など、おひさまを浴びて、元気
いっぱい遊べます。室内と自由に行き来して遊べます。

毎月開催　運動遊びや製作遊びなど、親子で楽しむ ミニイベント

地域の方々と七夕会や運動会ごっこなどを楽しむ 交流イベント

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分受付時間

　保育施設や習い事への送迎・短時間の預かり等 
軽易でかつ短期的、補助的な援助が基本です。
　まずは、ご相談ください！ ※会員登録後のご利用となります
◎登録方法【電話にて来所日を予約⇒来所⇒ファミサポ内容確認⇒必要書類の記入⇒登録完了⇒会員証発行】

援助活動受付はこちらの ➡
二次元コードからアクセスできます

※会員登録された方のみ

～安全と安心の為に～
万が一の事故に備え、会員は補償保険に加入し保険料はセンターが負担します

庭の利用時間・午前９時～正午・午後１時～３時30分
　夏季（７月～９月）は午後４時まで

☆わいわいプレイルーム  ☆ひまわりルーム （室内）
　ブロックやプラレール、クルマやままごと、絵本など、各部屋や
庭を自由に行き来しながら、お子様のペースで遊べます。毎日
ハッピータイム（ふれあい遊び・絵本読み聞かせ）を行っています。

室内利用時間 ・午前９時30分～11時30分
・午後１時30分～３時30分

《保護者のやむを得ない事由、リフレッシュ等、一時的な預かり保育をします》
町内在住で保育園や幼稚園に在籍していない月齢４か月～3歳までの健康な乳幼児
月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
１日2,000円　利用時間が４時間以下の時は1,000円
お子さん１名につき月５回まで　※会員登録後の
　　　　　　　　　　　　　　　ご利用となります

◎登録方法【必要書類のお渡し⇒ご家庭にて書類の記入⇒面接⇒登録完了】

利用者支援員事業
○利用日時
○相談方法

《利用者支援専門員が子育てに関する相談に応じます》

月曜日～金曜日　午前９時～午後４時30分
・子育て支援センターつばめにて遊びの広場での相談
・手軽な電話での相談　・つばめ相談室にて個別での相談
・子育て支援センターひよこや児童館でもお受けします

※相談は無料です。 相談内容の秘密は守ります

相談日時受付は下記の
二次元コードからアクセスできます
壬生町の方ならどなたでも申込可

登録希望の方
まずはお電話を！

　催し物の日程および詳細は、毎月発行の『つばめだより』・ウェブ
サイトをご覧ください。

援助活動受付
フォーム

相談受付
フォーム

子育て支援センター
公式ウェブサイトへ
アクセス

利用者支援
子育て相談室

こんなサポートができます
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～壬生町母子保健推進員の活動紹介～

妊婦さん・１歳未満のお子さんをもつ
ご家庭の皆さんへ♪

妊婦さん・１歳未満のお子さんをもつ
ご家庭の皆さんへ♪

妊婦さん・１歳未満のお子さんをもつ
ご家庭の皆さんへ♪

妊婦さん・１歳未満のお子さんをもつ
ご家庭の皆さんへ♪

　町 母子保健推進員は、町長から委嘱を受け、町内の各地区を受け持ち、電話や訪問などで、妊婦さん
や産後の保護者の体調確認、子育ての悩み、困りごと等について伺い、町保健師につなぐ役割を担ってい
ます。現在は36名で、幅広い年齢の方が活動しています。推進員はみな育児経験者であり、妊娠・出
産・子育ての経験者です。地域で妊婦さんや子育てを見守り支えたい気持ちで活動しています。（令和６
年度の推進員名簿につきましては、壬生町公式ウェブサイトをご参照ください）

　新 型コロナウイルスの流行の影響で、思うように活動ができない時期もありましたが、令和５年度に
は、保育園児に向けた健康教育や、健康ふくしまつりでの成長記録会など再開できました。このほか、町
でおこなっているお子さんの健診や離乳食教室、子育て支援センターひよこでのベビーチャピー・チャピ
ーでは、お子さんの計測を担っていて、見掛けたことがある方も多いのではないでしょうか。
　また、年に数回、研修をおこない、子育て世代の方々をサポートするための技術向上に励んでいます。
１月には「園児に向けた手遊び～コツやポイントについて学ぼう～」をテーマに、保育士の方から指導を
受けました。

　妊 娠中や子育て中に地域の推進員から電話や訪問を受けた際には、妊娠中の体調についてや、子育て
中の悩み、困りごとなどを聞かせてください。活動の中で得られた個人情報は厳守されますので、安心し
て気兼ねなくお話しください。子育て中は家族以外の方と話す機会が減ってしまう方もいるかもしれない
ので、少しでも話せるきっかけとなれれば幸いです。

計測の様子

とおりまち保育園における禁煙キャラバン隊の様子

研修会の様子

健康ふくしまつりでの成長記録会の様子

◎問合せ　こども未来課母子保健係　☎（81）1887
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不登校等に関する相談窓口

困ったときは相談してください

いじめ・不登校等
相談ダイヤル

（栃木県教育委員会）

概 　 要名 　 称 問 合 せ

・不登校に関する相談全般
・教育支援センターの利用・見学に関
する問合せ

教育支援センターでの学習支援

いじめ・不登校・ネットトラブル・
発達障害等の相談。来所相談も可能
です。

壬生町教育委員会
学校教育課 教育支援センターの利用相談

☎（81）1806 （平日午前８時30分～午後５時15分）
〒321-0292
壬生甲3841番地1

☎（23）3782（平日午前９時～午後４時）

いじめ相談
さわやかテレホン

栃木県内の児童生徒専用
24時間対応しています。

☎028（665）9999（365日24時間対応）

24時間子供SOS
ダイヤル

全国共通
24時間対応しています。

☎0120（0）78310（365日24時間対応）

子育てに関する相談窓口

児童家庭
支援センター
にこにこ広場
（済生会宇都宮）

みんなの相談室
ぱれっと

概 　 要名 　 称 問 合 せ

子どもが学校にいきたがらない、
子どもの発達が心配、イライラし
て子どもを叩いたり大声を出した
りしてしまう、等なんでも相談OK。

学校に行きたくない、友達と上手
く遊べない、親のことなど、社会
福祉士、臨床心理士などの専門性
を持った職員が相談に応じます。
来所での相談は予約制です。

☎（81）1864（平日午前８時30分～午後５時15分）
〒321-0292
壬生甲3841番地1
（役場こども未来課内）

家庭教育
ホットライン 栃木県内の保護者専用

☎0120（0）78310
　（平日午前８時30分～午後９時30分、土曜日
　午前８時30分～午後５時30分）

☎028（623）4152（平日午前９時～午後５時）
FAX028（626）5781

教育支援センター
「ひばり」

（壬生町教育委員会）

☎（82）4114 （平日午前８時30分～午後４時45分）
〒321-0236
上稲葉1056番地８
嘉陽が丘ふれあい広場
宿泊研修施設内

（なやみ言おう）
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帯状疱疹ワクチンについて帯状疱疹ワクチンについて

　帯状疱疹は、水ぼうそうと同じウイルスを原因として発症する皮膚の病気
です。子どもの時に感染した水ぼうそうが治った後も、ウイルスは体内に潜
伏していて、ストレスや過労、加齢などで免疫力が低下した際に、ウイルス
が再び活性化して帯状疱疹を発症します。発症すると、皮膚がピリピリする
ような痛みを感じ、その部分に赤みや水疱形成などの皮膚症状が現れます。
皮膚症状が治った後も、帯状疱疹後神経痛（PHN）と呼ばれる痛みが長期間続くこともあります。
　感染予防のためには、予防接種を受けるほか、食事のバランスに気をつける、睡眠をきちんととるなど
の規則正しい生活習慣や適度に体を動かすことなど、帯状疱疹になりにくい体作りが大切です。

　協力医療機関にて、下記の手順で接種してください。

① 医療機関に確認・予約。
② 医療機関にて予診票を記入し接種。
③ 接種費用から助成金額を引いた額を医療機関支払い。
（注意）上記医療機関以外で接種した場合は、償還払いとなります。
　　　　申請書や手続等、詳細については健康増進係まで問合せください。

　健康福祉課健康増進係　☎（81）1885

対　象　者

問　合　せ

ワクチンの種類について

帯状疱疹とは

接種できる医療機関

接 種 方 法

　接種日時点で町に住所を有する満50歳以上の方で、これまでに本助成を受けたことのない方

　帯状疱疹ワクチンは2種類あり、接種方法や接種回数等に違いがあります。　　　　　　　　　　　　　
　費用助成はいずれかのワクチンで生涯に１度限りです。

予防接種法に基づく任意接種

約50％、約５年間持続
皮下注射

90％以上、約10年間持続
筋肉注射

上限10,000円×２回上限4,000円×１回

１回接種 ２回接種
（２回目は１回目の接種から２か月後、
遅くとも６か月後までに接種する）

予防効果
接種方法

助成金額および回数

接種回数

種　　類 生ワクチン（ビケン） 不活化ワクチン（シングリックス）

医療機関名 電話番号 生ワクチン 不活化ワクチン
（82）2002
（86）1517
（86）0123
（82）0141
（86）0011
（82）0242
（82）8522
（82）7576

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×
○

○

○

松本内科医院
おもちゃのまち内科クリニック
佐藤医院
前原医院
島田医院
陣内医院
大橋内科クリニック
かとう小児科

医療機関名 電話番号 生ワクチン 不活化ワクチン
（82）0057
（86）6624
（81）0880
（86）6000
（86）0501
（82）7500
（25）5881
（81）0001

○

○

○

○

○

○

×
○

○

○

○

○

○

×
○

○

小倉医院  
福井セントラルクリニック
大久保クリニック
にしやま内科クリニック
荒川内科クリニック
多島外科胃腸科
高橋とおるクリニック
あかりこどもクリニック

帯状疱疹ワクチン 町内医療機関一覧表（令和６年度）

帯状疱疹ワクチンについて帯状疱疹ワクチンについて



・町に住民登録があり、次のいずれかに該当する方
　いずれも、過去に成人用肺炎球菌ワクチンの接種をうけたことのある方は対象とは
なりません。

高齢者肺炎球菌予防接種 について

対　象　者

高齢者肺炎球菌予防接種高齢者肺炎球菌予防接種
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〈予防接種法に基づく定期接種〉

① 接種日時点で65歳を迎えた方。
② 接種日時点で60歳以上65歳未満の者であって心臓、じん臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免
疫機能に身体障害者手帳１級相当の障害のある方。
※対象になる方には、65歳を迎える月の初旬ごろに個別通知します
※接種料金から5,500円を差し引いた額を受診時に医療機関窓口へお支払いください
※一度接種したことのある方は、助成を受けることができません

接 種 時 期

接 種 方 法

令和６年４月１日～令和７年３月31日

　個別接種方式により、各医療機関の定める日程で行います。
　申込は直接医療機関へお願いします。

　町内医療機関は下記のとおり。県内医療機関の相互乗り入れにより、
町外の医療機関でも接種できます。

健康福祉課健康増進係　☎（81）1885問　合　せ

医 療 機 関

※町内医療機関一覧表

（82）2002

（86）1517

（86）0123

（82）0141

（86）0011

（82）6136

（82）0242

（82）8522

（86）3966

（86）0501

（86）8039

（82）7877

（82）7576

（86）6624

（82）0057

（81）0880

（86）1573

（82）5800

（21）7300

（82）7500

（86）6000

（25）5881

（81）0001

松本内科医院

おもちゃのまち内科クリニック

佐藤医院

前原医院

島田医院

木村婦人科医院

陣内医院

大橋内科クリニック

グリーンクリニック

荒川内科クリニック

小林内科クリニック

石田消化器科・内科クリニック

かとう小児科

福井セントラルクリニック

小倉医院

大久保クリニック

武田整形外科

壬生東診療所

はしもとクリニック

多島外科胃腸科

にしやま内科クリニック

高橋とおるクリニック

あかりこどもクリニック

中央町６-37

幸町２-11-２

安塚1944-1

中央町３-21

安塚2008-１

壬生甲2349

本丸１-７-10

福和田1003-１

緑町３-９-15

安塚1184-10

安塚793-１

壬生丁259-７

落合３-７-30

おもちゃのまち２-４-８

通町10-５

落合３-４-７

幸町１-15-４

藤井1285-14

駅東町５-６

壬生甲3072 -１

安塚765-15

寿町５-３

大師町38 -４

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号所在地 所在地
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　日本国内にお住まいの20歳～60歳までの方は、国民年金に加入して保険料を納付
することが義務づけられていますが、学生については、国民年金保険料学生納付特
例制度を申請することによって、申請年度の保険料の納付が猶予されます。(本人の所得審査があります)
　申請を行わず、保険料が未納のままになっていると、65歳から受給する老齢基礎年金の受給額が減額にな
るだけでなく、病気や不慮の事故等にあわれてしまったときに、障害基礎年金や遺族基礎年金等を受けるこ
とができなくなる場合があります。

国民年金保険料

納　　付 学生納付特例 未　　納
障害基礎年金
遺族基礎年金

老齢基礎年金

受給資格期間

受給資格期間 ○
○

○

○
×

○ ×

×
×年金額に反映

○申請は年度毎（４月～翌年３月）に必要です。前年度に学生納付特例が承認された方で今年度も
在学予定の方には、日本年金機構から手続についてのお知らせが届きますので、必要事項を記入
し、投函してください。
○保険料が納付済の月を除き、２年１か月前までさかのぼって申請することができます。

※学生納付特例が承認された期間は、年金の受給資格期間に算入されますが、老齢基礎
年金額には反映されません。しかし、10年以内であれば後から追納し、納付期間とする
ことができます（追納は、３年度目以降から保険料に加算金がつきます）
※障害・遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります

学 生 納 付

◎申請場所………　住民課国保年金係・稲葉出張所・南犬飼出張所
◎必要な物………　マイナンバーまたは基礎年金番号がわかるもの
　　　　　　　　　学生証のコピー（在学期間がわかるもの）または在学証明書
　※退職して４月から学生になった場合は、雇用保険の受給資格者証または離職票をお持ちください
　※有効期限の切れた学生証は使用できません
　※同じ世帯の方による代理申請の場合は、来庁者の本人確認できるものをお持ちください

◎問合せ　栃木年金事務所国民年金課　　☎（22）4131(音声案内後②→②)
　　　　　住民課国保年金係　　　　　　☎（81）1827

月額16，980円（令和６年４月～）

年間203,760円

200,140円
（3,620円割引）

年間203,760円
（※２）

受付終了
（※３）

４月30日

10月31日

101,050円
（830円割引） 受付終了

101,050円
（830円割引）

100,720円
（1,160円割引）

（※３）

４月30日

各月の翌月末日
（休日の場合、翌営業日）

398,590円
（15,290円割引）

受付終了
（※３）

納付形式
毎月納付

（月額16,980円×12か月）

１年分の前納
（４月～翌年３月分）
半年分の前納
（４月～９月分）

現金納付 口座振替（※1） 納付期限（口座振替日）

２年分の前納
（４月～翌々年３月分） ４月30日

※１　口座振替は、振替日の２か月前までに手続が必要です。
※２　当月末振替（早割）にすることで、月額60円割引になり、年間では720円お得です。
※３　令和６年３月から、国民年金保険料の口座振替・クレジットカードによる前納について、年度の途中
からまとめて振替（立替）できるようになりました。

半年分の前納
（10月～翌年３月分）

令和６年度における国民年金保険料のお知らせ
現金払いでの前納をご希望の方は、早め
に栃木年金事務所に申し出てください。
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特例制度特例制度

「納付」「学生納付特例」「未納」
は、右のように違います。



自治医科大学健診センター
福井セントラルクリニック
関湊記念会クリニック
済生会宇都宮病院
宇都宮セントラルクリニック

獨協医科大学病院

小金井中央病院
栃木県保健衛生事業団
宇都宮記念病院総合健診センター
獨協医科大学病院
石橋総合病院

宇都宮セントラルクリニック

検診日に以下のすべての項目に該当する方

①壬生町国民健康保険の被保険者
②年齢35歳以上
③世帯の国民健康保険税に未納がないこと
④今年度に町が行う特定健診を受診していないこと（ド
ック検診には特定健診の内容が含まれています）
⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受
けていないこと

①壬生町に住所のある栃木県後期高齢者医療の被保険者
②後期高齢者医療保険料の未納がないこと
③今年度に町が行う特定健診もしくは後期高齢者健診を
受診していないこと（ドック検診にはこれらの健診の内
容が含まれています）
④今年度の壬生町国民健康保険ドック検診助成を受けて
いないこと
⑤脳ドック助成については、昨年度の脳ドック助成を受
けていないこと

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

定員

申請方法
　書面による申請が必要です。所定の申請書にご記入
のうえ、郵送または直接窓口にお持ちください。
※申請書は壬生町公式ウェブサイトおよび窓口（住
民課国保年金係、稲葉・南犬飼出張所）に用意して
います。国民健康保険と後期高齢者医療で様式が異
なりますのでご注意ください
○郵送の宛先
　〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841番地１
　壬生町役場住民課国保年金係
○窓口での受付　
　住民課国保年金係、稲葉出張所、南犬飼出張所
※保険証をお持ちください

申請期限
４月25日（木）（郵送の場合は必着）
※例年より申請期限が早くなっています
※先着順ではありません。また、窓口は４月中旬頃
まで大変混み合うことが予想されます
※受付期間終了後の申請は、定員に余裕がある場合
のみ随時受付しますので、住民課国保年金係まで問
合せください

※今年度は日帰り人間ドック、脳ドックのみになり
ます
※予算を超えた場合は、抽選とします
※それぞれの割り当て人数は予定であり、申込状況
によって変動することがあります

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について
令和６年度　壬生町国民健康保険および後期高齢者医療

人間ドック（日帰り）
脳ドック

250人
50人

75人
25人

後期高齢者医療国民健康保険

　75歳になる方は、誕生日から健康保険が後
期高齢者医療に変わりますので、誕生日以降に
受診する場合は、後期高齢者医療用の申請書で
申請してください。（国民健康保険で申請した
場合、後期高齢者医療になった日以降の受診は
助成が受けられなくなります）

◎問合せ　住民課国保年金係　☎（81）1827

人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について人間ドック・脳ドック検診費用助成金申込受付について

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

国民健康保険

後期高齢者医療

脳ドック

人間ドック（日帰り）

　壬生町国民健康保険および後期高齢者医療
にご加入の方への人間ドック検診・脳ドック
検診の助成を行います。

注意：国民健康保険ご加入の方で今年度中（令
　　和７年３月31日まで）に75歳になる方へ

助成対象者

　申請した方には、助成決定または抽選もれの通知を５
月16日（木）頃に発送します。助成が決定した方は、ご自
身で直接対象医療機関に予約し、受診してください。受
診の際には、助成決定通知とともにお送りする「検診券」
と「保険証」を必ずお持ちください。
※検診日時点で加入している健康保険が変わっていた場
合、助成は受けられません

受付後の流れ

　令和７年３月31日まで（これ以降の受診は助成対象
外となります）
※注意事項　　
○助成の申請は事前申請のみとなります。受診後に申請
をすることはできません。
○助成は年度内１回限りで人間ドックか脳ドックのいず
れか一方のみとなります。
○対象医療機関以外で受診した場合は助成を受けること
ができません。
○通知が届く前に事前に結果を教えることはできません。
○キャンセルする場合、早急に国保年金係までご連絡の
上検診券の返却をお願いします。

受診期限

対象医療機関

人間ドック（日帰り）　　20,000円
脳ドック　　　　　　　　20,000円

助成金額

～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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壬生町の窓口で
戸籍証明書等が取得できます

　令和６年３月１日から、本籍地以外の市区町村の窓口でも戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）等の請求
ができるようになりました（広域交付制度）。
　これにより、町に本籍がない方でも、壬生町役場住民課および稲葉出張所・南犬飼出張所で戸籍全部
事項証明書（戸籍謄本）等を請求することができます。

・請求できる方が直接住民課または出張所の窓口にお越しください。
・請求する際に、顔写真付きの身分証明書による本人確認が必要になります。運転
免許証またはマイナンバーカード等顔写真付きの身分証明書をご持参ください。
・顔写真付きの身分証明書による本人確認ができない場合、広域交付による請求は
できません。本籍地のある市区町村へ請求してください。
・家系図の作成等により、戸籍証明書を大量に請求される場合は調査・点検に時間
を要するため即日交付はできません。

戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）
除籍全部事項証明書（除籍謄本・改製原戸籍謄本）

４５０円
７５０円

種　　　　類 金　額

全国の
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壬生町の窓口で
戸籍証明書等が取得できます
壬生町の窓口で
戸籍証明書等が取得できます

本人、配偶者および直系親族（父母、祖父母、子、孫等）
※兄弟姉妹の戸籍は、請求することができません
※郵便請求、委任状による代理請求、第三者請求および職務上請求は、広域交付の対象外です

請求できる方

手　数　料

注 意 事 項

※詳細については、下記をご確認ください
［法務省ウェブサイト］　https://www.moj.go.jp/MINJI/minji04_00082.html

昭和56年５月以前に着工した木造住宅にお住まいの皆さんへ

住宅耐震化事業のお知らせです
○対　　象　昭和56年５月以前に着工した、旧耐震基準で建築された木造住宅
○受付期間　４月15日（月）～10月31日（木）
※本制度をご利用の際は、申請手続が必要になります。また詳しい申請要件等もありますので、事前
に都市計画課へお問合せください
※予算の上限に達した時点で締め切りとなりますので、お早めにご相談ください

診断の結果、地震によって倒壊の恐れあり

まずは耐震診断を受けてみましょう

今の住宅に住み続けたい

問合せ 都市計画課都市計画係　☎（81）1853

②補強計画策定込み改修工事
　　　（補助限度額100万円）

●
●
●

新しく建替えたい

●
●
●

③建替工事（補助限度額100万円）
省エネ基準
適合が要件化
省エネ基準
適合が要件化

●
●
●

●
●
●

まずは耐震診断を受けてみましょう

今の住宅に住み続けたい 新しく建替えたい

さらに　建替え後の住宅が木造であり、
10㎥以上の県産出材を使用する場合
10万円を加算します

①耐震診断（無料で受けられます）



※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

◎問合せ　住民課　☎（81）1824
　受付時間　平日午前８時30分～午後５時15分

４月マイナンバーカード交付・申請日程

※月曜日の午後５時15分～午後７時は本庁のみでの受付になります

受付日 受付時間

月曜日

火曜日～金曜日

午前８時30分～午後７時

午前８時30分～午後５時15分

・マイナンバーカード
・数字４ケタの暗証番号（利用者
証明用電子証明書暗証番号）

必要なもの

コンビニ交付サービスをご利用ください！
　コンビニ交付サービスとは、全国のコンビニエンスストア等に設置さ
れているマルチコピー機（キオスク端末）で、住民票の写しや印鑑登録
証明書等が取得できるサービスです。

【利用できる時間】
午前６時30分～午後11時
（12月29日～１月３日およびメンテナンス日を除く）

【利用できる場所】
全国のコンビニエンスストア等
（セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなど）

【取得できる証明書】

【利用方法】
　コンビニエンスストアのマルチコピー機のメインメニューから「行政サービス」を
選択し、画面の案内に従って操作してください。　　　　　詳しい操作方法はこちら　→
【注意事項】
・暗証番号を連続で３回間違えてしまうとロックがかかり、サービスが利用できなくなります。ロッ
ク解除および暗証番号の再設定をする場合は、本人が住民課または稲葉・南犬飼出張所の窓口で手続
をする必要があります。
・マルチコピー機で取得した証明書は、窓口で交付している証明書とは用紙が異なり、普通用紙（白
紙）に印刷されます。この証明書にも改ざん防止技術が施されています。
・１通が複数枚となる証明書に対して、ホチキス留めがされません。ページ数と発行番号が印字され
ますので、確認のうえ取り忘れにご注意ください。

備　　　考手数料証明書の種類

本人・同一世帯員分が取得できます。
※転出者、死亡者、住民票コード記載の住民票の写しは取得
できません

住民票の写し

本人分のみ取得できます。
※壬生町で印鑑登録をしている方が対象です印鑑登録証明書

本人分（申告等により税情報がある方）のみ取得できます。
※最新年度のみの発行となります
※児童手当用の所得証明書は取得できません

１通200円

１通200円

１通200円所得証明書
住民税決定証明書
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　通学路など、こどもが日常的に使う道路等では、見守り活動を行うなど、安全な道路交通環境を確保しましょう。
　横断断歩道を渡ること、信号を守ることは、歩行者の基本的な交通ルールです。
　自らの安全を守るためにも、横断する意思を運転者に明確に伝え、安全を確認してから横断を始めて、
横断中も周囲の安全を確認しましょう。
　普段から、反射材用品を使用するなどしましょう。

　ドライバーの皆さんは、交通ルールの遵守と歩行者や他の車両に対する「思いやり・ゆずり合い」の気
持ちを持って通行しましょう。
　「こどもや高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動」をお願いします。

歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合い」運動の励行

　令和５年４月から、全ての自転車利用者に対してヘルメットの着用が努力義務化となっています。
　自転車の基本的な交通ルールである“信号を守る”、“交差点での一時停止・安全確認”を守りましょう。
　“夜間の無灯火走行”、“飲酒運転”、“二人乗り”、や“並進”は禁止されています。スマートフォンの使用や
傘差し運転での片手運転、イヤホン等を使用して自転車に乗るのはとても危険です。
「自転車安全利用五則」を徹底しましょう。

自転車・キックボード等利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守

○４月 8 日（月）「自転車マナーアップ」強化の日
○４月10日（水）交通事故死ゼロを目指す日（全国統一）
○４月12日（金）「飲酒運転根絶」強化の日
○４月13日（土）「こどもや高齢者に優しい3S運動」推進強化の日

〈運動期間（４月６日～15日）中の 統一行動日〉

○ＳＥＥ
○ＳＬＯＷ
○ＳＴＯＰ

前をよく見て、こどもや高齢者をいち早く発見する。
こどもや高齢者を見たら減速する。
危険を感じたらすぐに停止する。

こどもや高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動

【自転車安全利用五則】
1
2
3
4
5

車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
夜間はライトを点灯
飲酒運転は禁止
ヘルメットを着用

■「もっと止まれる栃木県」横断歩道等に歩行者等がいないことが明らかな場合を除き、直前でも停止可能な
速度で進行すること、横断歩道等では歩行者等が優先です。もっと止まれる壬生町！！
■夜間、対向車や先行車がいない状況のときは原則「ハイビームで走行」を！
■後部座席を含めた「全ての座席のシートベルトの着用」と「チャイルドシートの正しい使用」をお願いします。
■「飲酒運転を絶対しない、させない」ことを徹底しましょう。
■あおり運転、妨害運転等は悪質・危険です。罰則強化で厳格な取り締まりの対象です。
■ドライブレコーダーは悪質・危険な運転行為の抑止に有効です。事故やトラブルのときにあなたを守る
ドライブレコーダーを装着し、有効に活用しましょう。

の春春 交通安全 町民総ぐるみ運動交通安全 町民総ぐるみ運動
４月６日（土）～15日（月）の10日間

2

3
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こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と安全な横断方法の実践1
☆運動の重点は３つです☆
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◇令和６年度税制改正法案が成立・施行された場合、令和６年６月から定額減税（源泉所得税関係）が実
施されることとなるため、源泉徴収義務者向けの説明会を開催します。
◇説明会においては、ＤＶＤ上映を中心に制度の概要および事務手続について説明する予定です。
◇なお、国税庁ウェブサイトに定額減税制度に係る各種情報を掲載（掲載情報は随時更新）している「定
額減税特設サイト」が開設されていますので、併せてご活用ください。
◇当該特設サイトにおいても説明会で使用するＤＶＤと同じ内容の動画を配信（令和６年３月中旬以降）
しますので、パソコンやスマートフォンでもご覧になれます。

【予約方法】L I N Eによる事前予約制／詳細は特設サイトへ
　　　　　　開催日の前日までにご予約ください。
【そ の 他】○会場の駐車場に限りがありますので、公共交通機関を
　　　　　　ご利用ください。
　　　　　　○会場への直接の問合せはご遠慮ください。
【問 合 せ】栃木税務署法人課税第一部門
　　　　　　☎（22）1805（直通）

４月15日（月）
　【午前の部】午前10時～11時30分
   【午後の部】午後２時～３時30分

４月17日（水）
　【午前の部】午前10時～11時30分
　【午後の部】午後２時～３時30分

５月７日（火）
　【午前の部】午前10時～11時30分
　【午後の部】午後２時～３時30分

５月８日（水）
　【午前の部】午前10時～11時30分
　【午後の部】午後２時～３時30分

とちぎ岩下の新生姜ホール
（栃木文化会館）小ホール
（栃木市旭町12－16）

小山市立文化センター
小ホール
（小山市中央町１丁目１－１）

とちぎ岩下の新生姜ホール
（栃木文化会館）小ホール
（栃木市旭町12－16）

小山市立文化センター
小ホール
（小山市中央町１丁目１－１）

午前・午後
各400名

午前・午後
各300名

午前・午後
各400名

午前・午後
各300名

開催日時 開催場所 定　員
【説明会の日程】
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税務署からのお知らせ

特設サイト
はこちら

　法務局に登記してある土地・建物については、令和６年４月１日から相続登記をすることが
義務となりました。また、正当な理由がなく相続登記の申請を行わなかった場合は、過料（ペ
ナルティ）の対象となることもあります。
　詳しくは、宇都宮地方法務局のウェブサイトをご覧ください。
　なお、栃木県司法書士会が運営する「相続登記相談センター
〈☎0120（13）7832〉」をご利用いただきますと大変便利です。

宇都宮地方法務局栃木支局　☎（22）1068 （宇都宮地方法務局）

の申請 がスタートしました相続登記 義務化



城址公園ホール城址公園ホール
（壬生中央公民館）（壬生中央公民館）

直接申込：４月20日（土）午後１時30分～
　　　　　城址公園ホール中ホール（先着順）
電話申込：４月21日（日）　午前８時30分  
　　　　　～４月27日（土）正午 　☎（82）0108
※各講座とも募集定員になり次第、締め切ります

※町内在住の方、または、町内在勤の方が対象です 

※代理申込もできますが、来館した方の申込が優先
されます    

※申込者数が少ない場合（４名以下）、その講座は
中止となります

公民館講座 （令和６年度前期） 公民館講座

回 日付 曜日

木

予想される内容

食文化と『源氏物語』のパロディ
　　ー『六条葵上物語』を読むー

光る源氏の霊と在原業平の霊
　　　　ー『花鳥風月』を読むー

「源氏物語」巻々の碁打ち
　　　　　　　　ー滑稽な寸劇ー

紫式部の霊と『源氏物語』供養
ー『紫式部の巻』を読む（上）ー

紫式部の霊と『源氏物語』供養
ー『紫式部の巻』を読む（下）ー

中世の女性の教養

石山寺＜紫式部の間＞

中世の人々の想像力

紫式部と和泉式部
　　　　　ー『小式部』を読むー

教養としての『源氏物語』

古典文学講座
～教養としての源氏物語の世界～
講師　國學院大學栃木短期大学教授　　　　　　

［未定］

　『源氏物語』は、後世の人々に長く読み継がれて今日
に至ります。中世の早い頃から、古典的な教養の書とさ
れてきました。その結果、さまざまな分野に影響がおよ
ぶことになりました。

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

そ の 他

午後１時30分～３時 

35名（継続希望者20名を含む） 

視聴覚室

特になし

筆記用具

内容は、変更や差替え等あり
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回 日付 曜日

５月18日

６月１日

７月６日

８月３日

９月７日

10月12日

土

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

午後１時30分～３時30分 

70名

研修室

特になし

筆記用具

1

2

3

4

5

6

特別講座「聖地日光への道」
～壬生の位置づけ～

　徳川将軍家の聖地になった日光。壬生もその日光に大
いに貢献しました。また、その日光の影響を陰に陽に受
け続けました。    
　この講座では、聖地日光に対する壬生の役割や位置づ
けについて、講師の先生方が具体的に解説します。

ささざきあきら

　　　　かしわむらゆうじ

　　　　　   なか の   まさ と

・東照社造営の前線基地
・日光道中の要衝

11月９日7
・企画展〔仮称〕
「壬生のサムライと日光ブランド～聖地日光
をアートプロデュースした男～」に向けて

・将軍の定宿
・おもてなしの宿場

・日光山の祭礼
～千人行列・弥生祭・強飯式～

・日光山の周辺地域への影響
～虚空蔵信仰（星宮信仰）・男体山信仰～

・NIKKOブランドの先駆け
～日光をプロデュースした壬生藩士～

・幻のNIKKOブランド（日光堆朱）
～日光を彫刻した壬生藩士～

１、２講師   日本城郭史学会委員   笹﨑 明 先生

３、４講師　栃木県立博物館名誉学芸員 柏村 祐司 先生

５、６講師　元壬生町立歴史民俗資料館長 中野 正人 先生

５月９日

６月６日

1

2

７月４日

８月１日

９月５日

3

4

5

10月３日6

11月７日

12月５日

１月９日

7

8

9

２月６日10

休館：月曜日・祝日休館：月曜日・祝日



回 日付 曜日

５月17日

６月７日

７月５日

８月２日

金

内            容

時　　間

募集人員

集合場所

教 材 費

午前10時～正午 

16名 

調理実習室

3,000円（受付時に集金）

発酵食（麹を使った料理）

自然食（旬の野菜を使った料理）

薬膳食（暑さに負けない夏の料理）

1

2

3

4

３たん料理教室
～時短・簡単・驚嘆～

講師　中医薬膳指導者・野菜ソムリエプロ　　　　　
落合　里子　先生

　「家で美味しい料理がチャチャッとつくれたらなぁ
…」なんて思っているあなた、自然食や薬膳食を調理
して、お家を「定食屋さん」に変えてみませんか？！
　この講座では、中医学の理論に基づき、発酵食や旬
の野菜などを使った心と体に優しい料理を学ぶことが
できます。

そ の 他 ポリ袋等を使った災害食（パック
クッキング）も紹介します

マスク、エプロン、頭おおい、
筆記用具、飲み物タオルタッパー
（ポリ袋でも可）

回 日付 曜日

６月７日

６月21日

７月12日

７月19日

金

内            容

時　　間

募集人員

集合場所

教 材 費

持 参 品

午後１時30分～３時30分 

30名 

視聴覚室

特になし 

筆記用具

中国の近現代史 

中国とモンゴル・チベット・南シナ海 

中国と朝鮮・台湾・香港 

中国と日本

1

2

3

4

世界史入門講座
～中国とその周辺諸国等の近現代史～
講師　元高等学校教員（世界史）　　　　　　　　　

藍田　收　先生

　近年、中国の権威主義的な傾向がますます顕著にな
り、強権的な言動も目立ってきたような印象を受けま
す。
　この講座では、世界史の先生より、中国とその近隣
諸国等の近現代史の初歩を教えてもらいながら、一緒
に、中国の覇権主義的な動きの歴史的な背景を探ると
ともに、今後を展望してみたいと思います。

あい  だ      おさむ

27

回 日付 曜日

５月８日

５月22日

６月12日

６月26日

水

内            容

時　　間

募集人員

集合場所

教 材 費

持 参 品

午前10時～正午 

20名 

中会議室

1,000円（受付時に集金） 

筆記用具

万華鏡づくり 

キューブパズルづくり 

からくりクランクづくり 

からくり絵本づくり

1

2

3

4

からくり工作教室
～モノづくりの楽しさ～ 

講師　宮のものづくり達人・工作名人　　　　　　　
坂井　楞山　先生

　今、世の中では「モノづくり」「手作り」が見直さ
れているそうです。    
　この講座では、身近な素材や材料を使って「からく
り」に挑戦することができます。童心に帰って没頭す
ることによって脳の活性化を図りながら、「モノづく
り」の楽しさを味わってみませんか？！

そ の 他 材料等が必要な場合は、前の回に
連絡します

回 日付 曜日

５月11日

５月25日

６月８日

６月22日

土

金

内            容

時　　間

募集人員

集合場所

教 材 費

持 参 品

午前10時～正午 

30名 

視聴覚室

特になし

筆記用具

館外研修「壬生氏の城郭（址）と菩提寺
の見学」城址公園駐車場午前８時40分

宇都宮一族壬生氏の成立 

壬生氏の鹿沼進出と日光山

壬生氏の下剋上

壬生氏の栄光と挫折

1

2

3

4

11月29日5

下野・戦国史入門講座
～宇都宮氏VS壬生氏５代～

１～４講師　宇都宮短期大学教授　江田　郁夫　先生
５講師　日本城郭史学会委員　　　笹﨑　明　　先生
　世は戦国時代、宇都宮氏と壬生氏は主従関係という
蜜月の時期から、壬生氏の宇都宮城占領という下剋上
の時期を経て、豊臣秀吉との小田原の戦いでは敵味方
に分かれ、その後、共に滅亡しました。
　この講座では、中世史や城郭史の専門の先生方より
戦国時代の壬生氏の栄枯盛衰、城郭や菩提寺などにつ
いて解説してもらいます。

そ の 他
※11月29日町有バス使用（詳細６月
22日）雨天時は視聴覚室で座学（午前
９時～11時）の予定

簡単なおやつ（卵・乳製品を使わ
ないグルテンフリー料理）

おちあい　　さと こ

持 参 品

さか い      りょうざん

  え  だ        いく お

ささざき    あきら



回 日付 曜日

５月16日

６月20日

７月18日

８月29日

木

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

午前10時～正午 

50名

大ホールまたは中ホール

特になし

筆記用具

バッハとバロック音楽

モーツァルトと古典派音楽

ショパンとロマン派音楽

ドビュッシーとロマン派の終焉

1

2

3

4

音楽鑑賞教室
～大音楽家（レジェンド）と名曲～
講師　ピアニスト    

阿久津　世千子　先生

　クラッシック音楽の背景を知ることは、更に深く名
曲の世界を味わうことに繋がると考えています。  
　この講座では、講師の先生の演奏や講話を拝聴しな
がら、大音楽家の生き様や芸術創作の世界に想いを馳
せてみたいと思います。本館のグランドピアノ（スタ
インウェイ）の音色に包まれてみませんか？！

そ の 他 当日の受付は舞台袖、または、中
ホール入口で行います

回 日付 曜日

５月14日

５月28日

６月11日

６月25日

７月９日

火

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

午後６時～７時30分 

20名 

中会議室

特になし

基本的な動作の説明

１～12動、顔擦り・足揉み等

13～23動、　　　〃

24～31動、　　　〃

20回法での体操、〃

1

2

3

4

5

健康体操教室
～自彊術入門～

講師　（公社）自彊術普及会指導員　　　　　　　　
伊藤　真由美　先生

　自彊術は、大正５（1916）年、中井房五郎さんによっ
て創案された日本最初の健康体操と言われています。
　自ら調整することができる全身運動で、軽い弾みを
利用しますので、見た目よりエネルギー消費は少なく
アレンジもできます。お仕事帰りに、驚きの心身調和
を体験してみませんか？！

持 参 品 ヨガマット（バスタオルでも可）、
飲み物、タオル、筆記用具

開花学級～人生100年時代のワクワク～
　人生100年時代、自分のワクワクは自分で見付ける時代です。この講座では、下記の各学級への参加を通して、高齢者（60
歳以上）の皆さんに旬な情報に接してもらい最新の知識や技能を身に付けたり、新たな趣味や生きがいを見付けたりしてもら
うとともに、受講者相互の交流を図り親睦を深めてもらいます。目指せ、生き生きアクティブシニア！ほっこり壬生町！！

９月
［未定］

視聴覚室

視聴覚室

視聴覚室

視聴覚室

視聴覚室

視聴覚室

中会議室

中会議室

町有バス
午前８時40分集合

回 日付 曜日

金

内容（持参品等） 会　場講　師

時　　間
募集人員
教 材 費

健康維持向上　　　　　（筆記用具）
～フレイルと水分補給～

午後１時30分～３時30分（ただし５月24日は午前８時40分～11時50分）   
30名
特になし

１

2

3

4

5

6

7

8

9

歌声サロン　　　　　　（特になし）
～みんなで歌おう昭和の名曲～

安塚地区の歴史散策（帽子・飲み物）
～戊辰戦争安塚の戦い～

腸内環境の改善　　　　（筆記用具）
～腸活のすゝめ～

身近な民俗文化　　　　（筆記用具）
～ＳＤＧs達成のヒント～

人権の話　　　　　　　（筆記用具）
～ジェンダーギャップ［仮題］～

健康運動（マット・飲み物・タオル）
～簡単らくらく貯筋体操～

鳥居茶に学ぶ　　　　　（筆記用具）
～日本茶の生産と歴史～

壬生っ子の記憶　　　　（筆記用具）
～稲葉・七ツ石の伝説等～

大塚製薬㈱大宮支店宇都宮出張所
　　課長補佐　　　助名　善夫　先生

アコーディオン奏者
　　　　　　　　　　三好　創　先生
壬力の町ガイドボランティアの会
　　代表　　　　　高山　重隆　先生

両毛ヤクルト販売㈱   
　　広報担当　　　　熊田　圭　先生

栃木県立博物館名誉学芸員
　とちぎ未来大使　柏村　祐司　先生
下都賀教育事務所ふれあい学習課
　社会教育主事（人権教育担当）［未定］

健康運動指導士
　　　　　　　　　神山　裕子　先生

川崎市市民ミュージアム
　　学芸員　　　　菊地　悠介　先生
壬生民話ふくべの会
　　前会長　　　　飯村　英子　先生

たかやま　  しげたか

いいむら　 ひで  こ

すけ な       よし お

くま だ       けい

きく ち       ゆうすけ

かみやま     ゆう こ

かしわむら  ゆう  じ

み よし   はじめ５月17日

５月24日

5月31日

６月14日

６月28日

７月５日

８月９日

９月27日
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あ   く   つ        せ　ち  こ い とう       ま   ゆ   み

そ の 他 ５月24日は城址公園駐車場に午前８時40分集合午前11時50分解散予定。雨天時は視聴覚室に
午前９時集合、座学の予定



稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館稲葉地区公民館
※申込みは、４月21日（日）午前９時より、
稲葉地区公民館窓口で受付します
※各講座とも定員になり次第、受付を終了します
※電話による申込みはできません
※教材費は、釣銭のないようにお願いします

おいしい手作りパン教室

回 日付 曜日 内            容

午前９時30分～12時30分

16名

２階調理室

4,000円（申込み時集金）

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

水引入門講座
講師　　出張工作教室ツクリテヅクリ　　　　　　　

小林　希望　先生

　水引には、私たちの気持ちを豊かにしてくれる不思
議な魅力があります。水引アートを通して、人と人と
の輪を結びましょう！

回

1

2

3

4

5

日付

６月６日

６月20日

７月４日

７月18日

８月１日

木

曜日 内            容

基本の結び方①

基本の結び方②

基本の結び方③

結び以外の水引アレンジ

結び以外の水引アレンジ・全体の復習

午前10時～正午

20名

２階研修室

2，000円（申込み時集金）

筆記用具、ハサミ、
定規（30㎝程度）

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

エプロン、三角巾、ふきん、
持ち帰り用容器、筆記用具

ピザ

サブマリン
スクエアプルーンケーキ

チーズバンズ
ロッシュ・テ・ヴェール（クッキー）

うぐいすツイストロール
ムース

あんぱん
コーヒーゼリー

講師　ジャパンホームベーキングスクール師範　　　

関口　浩美　先生

1

2

3

4

5

５月17日

５月31日

６月７日

６月21日

７月５日

金

さくら学級
　共に学び、趣味・生きがいを見つけ、活力ある日々
を送りましょう！

回

1

2

日付

５月24日

６月28日

曜日

金

金

月

内            容
開講式・講話
「悪質商法の被害にあわないために」
（壬生町消費生活センター 生沼　京子先生）
３Ｂ体操
（日本３Ｂ体操協会公認指導者
　　　　　　　　大里　悦子先生）
ものづくり教室 「和紙でコマづくり」
（和紙工芸家　 桐林　和行先生）

歴史講話「殿様の通信簿」
（日本城郭史学会委員　笹﨑　明先生）
館外研修
（埼玉県方面）
閉講式・講演「民話と伝説」
（壬生民話ふくべの会）

筆記用具、その他
（講座開催前にお知らせします）

時　　間

募集人員

会　　場

持 参 品

実費負担（講座途中で集金します）
（ものづくり教室600円・館外研修未定）

午前９時30分～11時30分

20名（60歳以上の方）

講堂

教 材 費

　おいしい手作りパン教室です。焼き立てのいい香り
を楽しみながら、美味しくパンを焼きましょう！

持 参 品

貯筋体操
～動きやすい身体を手に入れよう～

回 日付 曜日 内            容

午後２時～３時30分

20名

講堂

無料

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

講師 　　健康運動指導士　　　　　神山　裕子　先生

1

2

3

4

5

５月23日

６月13日

６月27日

７月11日

７月25日

貯筋体操
　　運動を始める前に

貯筋体操
　　脳トレしましょう

貯筋体操
　　バランス能力と足の指とアーチ

貯筋体操
　　体幹を鍛える

貯筋体操
　　考えるストレッチ

木

　お金は使えば無くなってしまいますが、筋肉は使えば
使うほど貯めることができる＝「貯筋体操」。本講座で
は、動きやすい身体を手に入れるコツをプラスします。

こばやし　 のぞみ

せきぐち    ひろ み

かみやま       ゆう こ

ささざき　 あきら

きり ばやし　かずゆき

おおさと　　えつ  こ

おいぬま　きょうこ

3

4

5

6

７月26日

９月27日

10月21日

11月22日

タオル、飲み物、運動靴、動きやすい服装
ヨガマットまたはバスタオル（５回目のみ）持 参 品
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南犬飼地区公民館南犬飼地区公民館

※申込みは、４月20日（土）午前９時より、南犬飼
地区公民館で受付します

※各講座とも募集定員になり次第、受付を終了します
※電話による申込みはできません   
※代理の方による申込みはできますが、一度に複数
の申込みはできません     
※教材費は、釣銭のないようにお願いします  
※申込者数が少ない場合は、講座が中止になる場合
があります

筆ペン教室

　筆ペンは貸出します！手ぶらで気軽に参加してくだ
さい！まずは筆ペンから書道に挑戦してみませんか？

回

2

3

4

5

日付

６月６日

６月20日

７月４日

７月18日

曜日

木

内            容

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

講師　　　　　　　　　　　　　　井上　幸枝　先生
いのうえ　 ゆき  え

書体の移り変わり・カタカナについて学ぼう
手本をもとに書いてみよう

手本をもとに書いてみよう

開花（高齢者）学級
　いつまでも健康で明るく元気に、充実した毎日を過
ごせるように！仲間の皆さんと一緒に楽しみながら、
健康づくりや生きがいづくりに参加しましょう。
回

１

日付 曜日 内            容

時　　間
募集人員
会　　場

教 材 費

『笑顔と元気の世代対抗運動会』
～子育て支援センターつばめ連携事業～
秋の音楽会～クラシックからビートルズまで
ピアノ演奏　小倉史江
閉講式

館外研修3，500円程度（昼食代含）、
その他は無料です。

館外研修『歴史の足跡を訪ねよう！
靖国神社見学、皇居散策』

グラウンドゴルフ大会 

『世代を越えた星空の交流』
～子育て支援センターつばめ連携事業～

講話：『足元の宝物、学ぼう安塚の歴史』

“ボッチャ” を楽しもう！
講話：『未来を守る知恵袋
相続と遺言の重要なポイント』

午前10時～11時30分 
25名（各地区老人クラブから選出） 
南犬飼地区公民館 他

開講式
講話：『楽しく学ぶ消費生活の知恵
とコツ』

５月15日

水

水

火

アクティブシニア
いつまでも動ける身体づくり

　いつまでも痛みのない身体、しなやかに動ける身体
でいる為のストレッチ、筋力トレーニングと認知症予
防トレーニングを組み合わせた健康体操です。

回 日付 曜日 内            容

時　　間

募集人員

会 　 場

教 材 費

大橋　光子　先生

1

2

3

4

5

6

5月17日

5月31日

6月14日

6月28日

7月12日

7月26日

金

おおはし      みつ こ

講師　健康運動指導士

持 参 品

そ の 他

ヨガマット若しくはバスタオル、
汗拭きタオル、飲み物、運動靴

動きやすい服装

健康ダンス・よさこい入門

　はじめてでも安心！優しく教えます！基本動作を身
に着けたら、簡単な振り付けからスタート！踊りで体
に健康を、心に生きがいをご褒美してみませんか？

回 日付 曜日 内            容

時　　間
募集人員
会 　 場
教 材 費

吉村　功　先生

1
2
3
4
5
6
7
8
9

５月16日
５月23日
５月30日
６月６日
６月13日
６月20日
６月27日
７月11日
７月25日

午前10時～11時30分 
20名 
本館講堂
無料

簡単な振り付けで踊る楽しさを体験
しよう！

いろいろな踊りを楽しもう！

木

よしむら　いさお

講師

持 参 品 動きやすい服装、運動靴
※鳴子は貸出します

歩行機能の理解と調整 

バランスの仕組みと機能向上 

生活に紐づけた筋力トレーニング 

肩凝り、腰痛の解消 

コグニサイズ 

筋膜リリース、まとめ 

午前10時～11時30分 

20名 

本館講堂

無料

2

3

4

5

6

7

8

9

６月５日

６月19日

７月３日

７月31日

９月２日

10月１日

10月16日

11月27日

月

1 ５月23日

のし袋に挑戦してみよう

年賀状・手紙を書いてみよう

午後１時30分～３時30分

15名 

本館中会議室

無料 

なし（筆ペンは貸出します）

30

休館：月曜日・祝日休館：月曜日・祝日

お ぐらふみ え



時　　間

募集人員

会　　場

午前10時～11時30分

25名（原則として全講座を受講できる方）

南犬飼地区公民館 他 

教 材 費
4，500円（花の寄せ植え２回分3，000
円、館外研修1，500円程度）を申込み
時に集金します。その他は無料

女性セミナー
　　女性の視点からさまざまな分野の知識や教養を学びます。
　　自分らしく、素敵に、有意義に、生き生きとした日々を過ごせるように！

回

１

日付 曜日

2 ６月７日 金

内            容

健康な未来を築く！貯筋運動① 

講話：『足元の宝物、学ぼう安塚の歴史』

健康な未来を築く！貯筋運動②

花の寄せ植① 夏編（マミーポットみぶ）

講話：『未来を守る知恵袋
相続と遺言の重要なポイント』

開講式
講話：『楽しく学ぶ消費生活の知恵
とコツ』

５月15日 水

回 日付 曜日 内            容

館外研修
『心温まる下町散策！
柴又帝釈天で出会う、風情と和』

花の寄せ植② 冬編（マミーポットみぶ）
閉講式 

7 10月28日 月

8 11月29日 金

3 ６月19日

水
4

5

6

７月10日

７月31日

８月28日

31

当日参加募集！！ お申込みは不要です。気軽に遊びに来てください♪

壬生町子育て支援グループ「ポケット」
子育てでイライラしていませんか？　一人で悩んでいませんか？
子育ての先輩ママやお友達とおしゃべりをして悩みも解消！
子育ての情報もキャッチ！楽しい子育てをしましょう！！

生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業生涯学習館　子育て支援ネットワーク事業

☎（82）0983（岡本）
☎（83）5930（田野井）

子どもた
ちを

楽しく

   遊ばせ
ながら

おかもと

  た　の　い

子育て支援の「ポケットカフェ」
子育ての事など、ホッとひといきお茶しながら おしゃべりしませんか？

毎月　第１, ２, ３木曜日　午前10時～正午
※要申込み
　◎問合せ　池　☎（86）1437

●会場：南犬飼地区公民館　分館
●対象：子育て中のママ、パパ

みんなでお茶会　～子育てのお話しを一緒に楽しくしましょう～

段ボール遊び

マイお弁当箱を作ろう！！

夏祭り

かんたんおやつ作り

親子ふれあいサロン
回 日付 曜日

金

５月10日

６月14日

７月12日

８月23日

９月13日

1

2

3

4

5

時　　間

対　　象

会　　場

参 加 費

問 合 せ

内　　　　容

午前10時～11時30分

未就園児と保護者

講堂（８月23日）日本間（５月10日、６月14日、７月12日、９月13日）

無料（飲み物は、各自持参ください）

いけ
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※町内在住の方または、在勤の方が対象です
※各講座とも、募集定員になり次第、受付を締め切ります
※電話での申込みはできません
※車でお越しの際は、北側駐車場をご利用ください
※申込者少数のときは、講座が中止になる場合があります

講師　リトミック研究センター栃木支局　　　
顧問　加藤　玲子　先生

か  とう          れい  こ

　おかあさんと一緒に、リズムの流れや音を通して、豊
かな心を育てる心身の調和を目指した人間教育です。
 ごあいさつ・お返事・手合わせ・絵カード・まねっこメ
ロディー・ダンス等

日　　　　　付
５月15日・５月29日・６月５日・７月３日
７月17日・８月７日・９月４日・９月18日

のり、ハサミ、クレヨン

託児の受入れを中止しています。

未就学児と保護者 

午前10時30分～11時30分 

20組

講堂

　子ども１名につき2,000円
※申込時に10か月未満は無料 
◎５月～９月に誕生日を迎えるお子
さんは講座初日にご相談ください。
・講座初日に集金。
・おつりのないようにお願いします。

募集定員

会　　場

教 材 費

持 参 品

託　　児

対　　象

時　　間

外国人のための日本語公開講座
がい こく  じん                                 に   ほ ん ご   こう  かい こう  ざ

講師　　　　　　　県国際交流協会ボランティア
こう   し　           　　　　　　　　　　　　　　 けん こく さい こうりゅうきょうかい　ぼ　ら　ん　て     ぃ　 あ

　町内に生活している外国出身者の方が、日本語学

習を通して日本の生活習慣などを学び、地域の方と

のよりよい交流ができるように講座を開講します。

　　 ちょう ない　　　せい かつ　　　　　　　　　　    がい  こくしゅっしん  しゃ　　　　かた　　　　　　に   ほん    ご    がく

しゅう　　  とお　　　　　　に   ほん　       せい かつしゅう かん　　　　　　　   まな　　　　   　ち    いき         かた

　　　　　　　　　　　　  こうりゅう　　　　　　　　　　　　　　　  　　こう   ざ　　     かい  こう

時　　間

募集定員

会　　場

教 材 費

持 参 品

  じ                 かん

  ぼ  しゅうてい いん

かい              じょう

４月21日 ・ ５月19日 ・ ６月16日

７月21日 ・ ８月18日 ・ ９月８日

日　　付
ひ                  づけ

曜　日
よう　　　 び

　　　めい

午前10時～12時

10名 

生涯学習館　講堂 

１回　100円 

筆記用具　ノート

きょう    ざい       ひ

    じ     さん     ひん

しょうがいがくしゅうかん　　  こう どう

        かい                 えん

 ひっ  き    よう   ぐ　　　　の　　ー　　と

◎申込みは、４月21日（日） 午後２時～
　生涯学習館　講堂で受付します。

リトミック未就学児コース

日

曜 日

水

日　　　　　付

５月12日・５月26日・６月９日・７月７日

曜 日

日

にち

生涯学習館生涯学習館
休館日：月曜日・祝日休館日：月曜日・祝日

時　　間
募集人員
対　　象
会　　場

教 材 費

陶器の種類

午前９時30分～11時30分 
15名 
一般成人 
講堂

講師　ポーセラーツインストラクター　　　　　　
　上野 美江子 先生

　日々の暮らしの中に、オリジナルアート作品を取り入れ
てみませんか？ポーセラーツは、陶器やタイルにシール感
覚で転写紙を貼ってデザインしていきます。自分好みの柄
を選び、組み合わせることで、オリジナルの作品が出来上
がります。毎回、先生に相談しながら作りたい器を選び作
製できます。素敵な陶器を沢山用意。家族や友達へのプレ
ゼントも作製出来る、大好評の講座です♡一緒に楽しい時
間を過ごしましょう♪（出来上がった作品は、先生が焼成
するため、次回のお渡しになります）

♡作って楽しい、使って嬉しい、飾って笑顔♡

がつ　　　にち　　　　　    がつ　　　にち　　　　　   がつ　　　にち

がつ　　　にち　　　　      がつ　　　にち　　　　      がつ　   にち

ご  ぜん        じ　            じ

オリジナルの器1,000円～（食器の種類、大きさ
によって値段が違うので、 当日選んでください）
※講座当日に集金します 
（おつりのないようにお願いします）

ティーポット＆カップ＆ソーサー、ペンダント、
ハート型のお皿、お茶碗、マグカップ、ランチ
プレート、サラダボール、スープカップ、アラベ
スクトレー、ケーキ皿、ティースプーン、レンゲ
スプーン…等々
（※講座初回に作りたいものが決まっている
方は、申込用紙にご記入ください）

日　　　　　付
７月12日・７月26日・８月２日
８月16日・８月30日・９月６日

曜 日

金

ピラティス講座
講師　POLESTAR PILATES（ポールスターピラティス）

インストラクター　白寄　道代　先生
　ピラティスは、骨格を整えることで代謝を上げ、痩
せやすい身体づくりを目指すエクササイズです。
　冷えやむくみの解消、自律神経を調整するといった
効果も期待できますよ。ピラティスを体験して健康づ
くりに生かしてみませんか？
　「姿勢を良くしたい」「肩こりや腰痛をどうにかし
たい」「痩せたい」などのお悩みのある方は、ご参加
ください。

時　　間

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

午後１時30分～３時30分 

25名 

講堂 

無料 

動きやすい服装・飲み物・タオル

うえ  の       み   え    こ

しら より        みち  よ



回 日付 曜日

６月２日

７月14日

７月28日

８月４日

８月25日

９月１日

９月15日

９月29日

日

内            容

時　　間
募集人員
会　　場
持 参 品

そ の 他

午前９時30分～11時30分 
30名 
講堂 
筆記用具
※テキストは該当箇所を配付しま
すので、図書の購入は不要です

1 関ケ原の戦いまでの壬生と初代藩主
日根野吉明
①謎多き壬生氏五代の栄枯盛衰

1 関ケ原の戦いまでの壬生と初代藩主
日根野吉明
②左遷大名日根野吉明

2 左遷大名から出世大名の居城へ
①＜初めての城主＞阿部忠秋と三浦正
次

2 左遷大名から出世大名の居城へ
②凡庸？三浦安次と三浦家の三代目

3 五代将軍綱吉に引き立てられた藩主
たち
①綱吉の近習から大名へ～松平輝貞

3 五代将軍綱吉に引き立てられた藩主
たち
②外様大名から若年寄へ～加藤明英

４壬生藩領の村々
①城附領と山川領、そして上方にも存
在した壬生藩領

５歴代藩主の江戸屋敷
①上屋敷・中屋敷・下屋敷のうつり変
わり

１

2

3

4

5

6

7

8

講師　日本城郭史学会委員　　 　笹﨑　明　先生

　『シリーズ藩物語壬生藩』（第1章壬生藩と大名）をテ
キストにして、江戸時代初めの壬生藩の歴史を学びます。
　著者による解説と文献や絵図などの関連史料に触れな
がら、鳥居家より前に藩主となった大名について、１回に１
節を基本として、じっくり読み進めます。

ささざき      あきら

歴史読書会
『シリーズ藩物語壬生藩』を読む

日　　時

７月４日　午前10時～正午

曜 日

木

スマートフォン講座（基礎編）
講師　パソコンじゅく自治医大駅前教室
　スマートフォンの基礎からWi-Fiの接続方法、アプリ
のインストールまで基本的なことを学びます。スマホ
に関して少しでもわからないとこや疑問に思っている
ことを、スッキリ解消しませんか。

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

20名

講堂

無料

筆記用具、ノート

日　　時

７月11日　午前10時～正午

曜 日

木

スマートフォン講座（LINE編）
講師　パソコンじゅく自治医大駅前教室
　ＬＩＮＥで「家族や友人と楽しくメッセージや写真
のやりとりをしてみたい」と思っているのに、難しそ
うでわからないと諦めてしまっている方、ぜひこの機
会にＬＩＮＥの使い方を習ってみませんか。

募集人員

会　　場

教 材 費

持 参 品

20名

講堂

無料

筆記用具、ノート
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セミナースタッフ「みち」

バランスボールで健康作り

講師：マドレボニータ　小嶋　千恵　先生

６月29日（土）
午後１時30分
 ～３時30分

８月17日（土） 
午後１時30分
～３時30分

９月28日（土） 
午後１時30分
～３時30分

10月10日（木）
午前８時45分
～午後４時

11月16日（土）
午後１時30分
～４時

12月７日（土）
午後１時30分
～３時30分

今日からできる質のいい睡眠を取る方法
̶健康寿命を延ばすためにー
講師：獨協医科大学　渡邊　由佳　先生

【2】地球の未来のために
　　（バイオマス発電と竹林に学ぶ）
現地研修

バランス料理

講師：福田　静江　先生

回 日　時

1

3

4

5

１、２、３【1】、５は100円（飲み物代）
３【2】は参加費自己負担
（食事代、保険代、見学料、他）
４は参加費600円（材料費）

１は30名
２、５は50名
３、４は15名

１、２、３【1】、５は講堂
３【2】は館外、４は調理室

☎（86）0153（福田）

☎（86）1783（間中）

内　　　　容

人生100年　～学ぶ楽しさ再発見～
SDGsの社会を目指して“Part２”

問 合 せ

参 加 費

募集人員

会　　場

午後のひととき”シャンソン”と共に♫
アコーディオン、ギター
講師：野中　英士　先生他

こ じま      ち   え

【1】地球の未来のために
　　（バイオマス発電と竹林に学ぶ）
事前研修

（※募集人員は現在
　の予定人数です）

2
わたなべ　　 ゆ   か

ふく だ       しず  え

の  なか      えい じ

ふくだ

 ま なか



No. イベント名 対象 参加費日　程 時　　間 場　所 定員

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

5 4/27（土）～
5/6（月・祝）

午前9時30分～
開館時間内こいのぼりをかざろう ふしぎの船

入館者 ̶ 参加無料
（入館料は掛かります）ふしぎの船

2 鳥を見よう 10名午前9時～11時30分 参加無料4/20（土） 小学3年生以上集合：ぱなぱ
な工房

12名4
大人の陶芸教室
「手びねり＆釉掛け」
※連続講座

午前9時30分～
11時30分

2,000円
（初回に徴収）

両日参加できる
大人の方

4/24（水）&
5/22（水） ぱなぱな工房

参加無料3 ピッピとあそぼう 午後1時30分～ ３歳～小学生ぱなぱなのま
ちステージ4/21（日） 30名

※各イベントの申込期間／方法については、とちぎわんぱく公園ウェブサイトをご覧ください

11 5/11（土） 午後１時30分～ピッピとあそぼう ３歳～小学生 30名 参加無料ぱなぱなのま
ちステージ

12 クイズ＆ゲームに
挑戦しよう！ 定員なし 参加無料受付：虹の広

場
午前10時～午後３時
（最終受付：午後２時） どなたでも5/12（日）

8 コロンコロンたまごに
色ぬり 50名（組）午前10時～材料が

なくなり次第終了 800円5/3（金・祝） どなたでもぱなぱな工房

7 dip de りぼんブローチ 午前10時～材料が
なくなり次第終了 550円4/29（月・祝） どなたでもぱなぱな工房 30名（組）

定員なし10 マーブル染めの
ハンカチをつくろう

午前10時～
午後３時

M 550円
L 750円どなたでも5/5（日・祝）

5/6（月・祝） ぱなぱな工房

6 籐で編む花入れ 1,300円ぱなぱな工房
午前9時30分～
11時30分
午後1時～3時

どなたでも4/28（日） 各回10名
（組）

1 鯉のぼり＆かぶと飾り
の展示 ふしぎの船

鯉のぼり
午前8時30分～
午後6時30分
かぶと飾り
午前9時30分～
午後4時30分

観覧無料
（かぶと飾りの観覧は
入館料がかかります）

4/6（土）～
5/6（月・祝） どなたでも ̶

9 ステンドグラス風
‘ディンプルアート’

午前10時～材料が
なくなり次第終了

ファイル150円
ケース　550円どなたでもぱなぱな工房5/4（土・祝） 各材料30

名（組）
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４月21日（日）
１班　午前９時～10時
２班　午前10時30分～11時30分
３班　正午～午後１時

ガンバ！ガンバ！ボルダリング無料体験会ガンバ！ボルダリングボルダリング 無料体験会

きたむらせいいち

 こ すげまさゆき

あら い かつひと

【主催】栃木県スポーツクライミング協会　　【共催】壬生町
◎問合せ　栃木県スポーツクライミング協会　北村　☎090（9011）6477

町総合運動場体育館２階
ボルダリングルーム

○対　象
○参加費
○申　込
○持ち物
○指導者

日時

場所

未就学児～小学生の初心者30名（10名×３班）
無料
メール escapefromeverest@gmail.com
室内履き、水分補給用飲み物
北村誠一（JSPO公認Sクライミングコーチ１／栃木県スポーツクライミング協会）
小菅雅之（JSPO公認Sクライミングコーチ１／クライミングジムゼロ）
荒井克仁（JSPO公認Sクライミングコーチ１／クライミングジムロッキン）　



　
固
定
資
産
税
は
、
令
和
６
年
１
月

１
日
現
在
、
町
内
に
土
地
・
家
屋
お

よ
び
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
納
期
は

年
４
回
で
、
４
月
30
日
（
第
１
期
）
、

７
月
31
日
（
第
２
期
）
、
12
月
25
日

（
第
３
期
）
、
翌
年
２
月
28
日
（
第

４
期
）
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
途
中
で
所
有
者
が
変

わ
っ
て
も
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有

者
の
方
が
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
の
途
中
で
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
で
も
、
１
月
１

日
で
存
在
し
て
い
れ
ば
そ
の
家
屋
は

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
の
都
市
計
画
税

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
令
和
６
年
度
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
４
月
１
日（
月
）〜
30

日（
火
）

※
土
･
日
･
祝
日
を
除
く

○
縦
覧
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

（
月
曜
日
は
窓
口
延
長
の
た
め
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

○
縦
覧
場
所　
町
税
務
課
資
産
税
係

○
縦
覧
の
で
き
る
方　
納
税
義
務
者

ま
た
は
代
理
人
、
納
税
管
理
人

○
持
参
す
る
物　
納
税
通
知
書
や
運

転
免
許
証
等
で
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
。

※
代
理
人
の
方
は
委
任
状
が
必
要
で
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
税
務
課
資
産
税
係　
☎

（
81
）１
８
１
８

　
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
と
加

入
者
全
員
の
所
得
の
合
計
に
応
じ
て
、

均
等
割
と
平
等
割
に
７
・
５
・
２
割

の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
軽
減
措
置
の
対
象
と
な
る
か
ど
う

か
の
判
定
の
た
め
に
は
、
所
得
が
無

い
場
合
で
も
課
税
さ
れ
る
年
度
の
前

年
１
年
間
の
所
得
の
有
無
に
つ
い
て

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の

条
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
令
和
６

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定

に
必
要
と
な
る
た
め
、
令
和
５
年
１

月
〜
12
月
の
所
得
の
有
無
に
つ
い
て
、

役
場
税
務
課
で
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
町
で
は
受
け
ら
れ
ず
、
栃
木
税

務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
申
告
が
必
要
な
方

・
国
保
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

・
令
和
５
年
12
月
31
日
時
点
で
19
歳

以
上
か
つ
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
員
の
方

・
収
入
が
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
等
、

課
税
さ
れ
な
い
年
金
の
み
の
方
（
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
、
年
金
事

務
所
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
令
和
２
年
度
よ
り
、
軽
減

判
定
厳
格
化
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
は

申
告
を
し
な
く
て
も
軽
減
さ
れ
て
い

た
方
に
つ
い
て
も
、
申
告
し
な
い
と

軽
減
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
申
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
告
が
不
要
な
方

・
令
和
５
年
12
月
31
日
時
点
で
19
歳

未
満
の
方

・
収
入
が
給
料
ま
た
は
課
税
対
象
と

な
る
年
金
の
み
の
方
（
勤
務
先
の
会

社
や
年
金
事
務
所
か
ら
所
得
情
報
の

報
告
が
あ
る
た
め
、
本
人
に
よ
る
申

告
は
不
要
で
す
）

・
町
内
在
住
の
方
の
税
法
上
の
控
除

対
象
配
偶
者
・
扶
養
親
族
と
な
っ
て

い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
員
の
方
（
後
日
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
際
に
は
申
告
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

・
す
で
に
確
定
申
告
を
済
ま
せ
て
い

る
方

◎
問
合
せ　
税
務
課
諸
税
係　

☎

（
81
）１
８
１
９
・
１
８
７
９

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」
の
令
和

６
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
現
在
の

９
・
96
％
か
ら
９
・
79
％
へ
引
下
げ

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料

率
は
現
在
の
１
・
82
％
か
ら
１
・
60

％
へ
引
下
げ
と
な
り
ま
す
。
変
更
時

期
は
、
ど
ち
ら
も
令
和
６
年
４
月
納

付
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
協
会
け
ん
ぽ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

　
☎
０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
２

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、
子
ど

も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か　
児
童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　
家
庭
で
子
ど
も
が
健
全
に
育
つ
に

は
、
子
ど
も
が
自
分
の
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
行
っ
た
り
、
父
親
も
子
育

て
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
家
族

の
中
で
責
任
を
分
担
し
合
い
、
支
え

合
う
家
族
関
係
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
「
食
」
を
通
し
て
親
子
が

ふ
れ
あ
う
時
間
も
大
切
で
す
。
親
子

で
一
緒
に
料
理
づ
く
り
や
食
事
を
す

る
な
ど
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

を
設
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

◎
問
合
せ　
こ
ど
も
未
来
課　

☎

（
81
）１
８
６
４

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域

や
遺
骨
収
集
の
望
め
な
い
海
上
等
に

お
け
る
戦
没
者
、
ま
た
は
旧
ソ
連
・

モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
お
い
て
抑
留
中
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
を
慰
霊
す

る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
参
加
遺
族
の
募
集
を
行
い
、

旅
費
（
海
外
旅
行
保
険
料
含
む
）
の

３
分
の
１
を
国
費
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、

子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族
（
子
・

兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦
没
者
の

孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪

◎
申
込
・
問
合
せ　
県
高
齢
対
策
課

恩
給
援
護
担
当　

☎
０
２
８（
６
２

３
）３
０
５
４

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

35

お し ら せ

５
月
５
日
〜
11
日
は
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か　
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

す
き
な
こ
と　
ど
ん
ど
ん
ふ
や

し
て　
お
お
き
く
な
あ
れ

住
民
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

こ
ど
も
未
来
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
に
係
る「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」お
よ
び「
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
は

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

税
務
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
は
４
月
５
日（
金
）に

発
送
で
す

令
和
６
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

慰
霊
巡
拝
の
実
施
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
な
ご
み
」の

開
催
に
つ
い
て



の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご

み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
４
月
26
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

○
場
所 
町
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰
も
が

参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
）
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん

か
？

○
日
時　
４
月
21
日（
日
）午
前
10
時

〜
11
時
頃

○
場
所 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

《
共
通
事
項
》

○
参
加
費　
１
０
０
円

◎
問
合
せ　

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎

（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

　
壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

　
壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
が
、「
傾
聴
の
部
屋
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
お
話
を
聴
い
て

貰
い
た
い
方
、
お
話
を
聴
い
て
く
れ

る
方
が
い
な
い
方
、
話
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
方
、
な
ん
で
も
丁

寧
に
お
聴
き
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
５
月
13
日（
月
）午
前
10
時

〜
11
時
…
…
原
則
毎
月
第
１
月
曜
日

○
場
所　
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
安
塚
１
１
８
０
‐
２
）

※
個
別
対
面
で
、
会
員
が
お
話
を
お

聴
き
し
ま
す
。
会
員
は
全
員
、
傾
聴

ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま
す

※
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
に
ご
希

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
問

合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ　

　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
会
長　

佐
藤　

☎

（
82
）３
９
０
２

　
町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん

か
？
新
規
会
員
へ
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
左
記
の
日
程
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格　

・
町
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上
の

方・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
（
特

別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
さ
れ
る
方

○
日
時　
５
月
１
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
）

○
説
明
会
内
容 
入
会
資
格
・
シ
ル

バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
の
説
明
、

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
、
質
疑

　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た

元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で
研
ぎ

ま
す
。

○
日
時
・
場
所

･
５
月
８
日（
水
）　
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
（
役
場
庁
舎
西
）

・
５
月
15
日（
水
）　
南
犬
飼
地
区
公

民
館
分
館

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
多
少
前
後
す
る
事
が
有
り
ま
す
）

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
５
０
円
、

出
刃
包
丁
４
５
０
円
、
鎌
２
０
０
円

〜
３
５
０
円
等

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
５
０
円
〜

２
５
０
円
）
と
な
り
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎（
82
）４
６
８

２
　
土
砂
等
の
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う

場
合
、
ま
た
、
他
の
場
所
へ
の
搬
出

を
行
う
目
的
で
土
砂
等
の
た
い
積
を

行
う
場
合
は
、
土
砂
等
に
汚
染
が
な

い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
許
可
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
環
境
課
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合

　
事
業
者
が
、
外
部
か
ら
搬
入
し
た

土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、
盛

土
を
行
う
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
３
，

０
０
０
㎡
未
満
の
場
合
、
ま
た
、
他

の
場
所
へ
の
搬
出
を
目
的
と
し
て
土

砂
等
の
た
い
積
を
行
う
場
合
は
、
町

へ
の
許
可
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
土
砂
等
と
は
、
土
砂
お
よ
び
こ
れ

に
混
入
し
、
ま
た
は
吸
着
し
た
も
の

を
言
い
ま
す
。

・
製
品
の
製
造
ま
た
は
加
工
の
た
め

の
原
材
料
の
た
い
積
は
除
外
さ
れ
ま

す
。

・
埋
立
て
、
盛
土
を
行
う
面
積
が
３
，

０
０
０
㎡
以
上
は
県
の
条
例
の
適
用

を
受
け
ま
す
の
で
、
小
山
環
境
管
理

事
務
所
〈
☎
０
２
８
５（
22
）４
３
０

９
〉
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
他
法
令
の
許
可
等
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す

○
土
砂
等
を
搬
入
す
る
と
き
は
届
出

が
必
要
で
す

　
事
業
者
が
、
許
可
後
、
土
砂
等
を

搬
入
す
る
と
き
は
、
土
砂
の
採
取
場

所
ご
と
、
か
つ
５
，
０
０
０
㎥
ご
と

に
、
「
土
砂
等
発
生
元
証
明
書
」
及

び
「
地
質
分
析
結
果
証
明
書
（
計
量

証
明
書
）
」
を
添
付
し
て
「
土
砂
等

搬
入
届
」
を
町
に
提
出
し
、
搬
入
す

る
土
砂
等
が
安
全
基
準
に
適
合
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
完
了
し
た
と
き
は
届
出
と
検
査
が

必
要
で
す

　
事
業
者
は
、
土
砂
等
の
搬
入
終
了

後
、
町
に
「
完
了
届
」
を
提
出
し
、

水
質
検
査
及
び
地
質
検
査
を
実
施
し

て
、
土
壌
汚
染
が
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
犬
猫
の
適
正
な
飼
養
を
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お し ら せ

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来
（
ふ

っ
く
）
ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

土
砂
等
の
埋
立
て
に
は
許
可
が

必
要
で
す

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

さ  

と
う

令
和
６
年
度　
犬
猫
の
不
妊
手

術
費
補
助
金
に
つ
い
て



促
す
と
と
も
に
、
野
良
犬
・
野
良
猫

の
増
加
を
抑
制
し
、
町
民
の
良
好
な

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
町

民
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ
て
い
る
犬

お
よ
び
猫
の
不
妊
手
術
費
用
の
一
部

補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象
と
な
る
方

　
次
の
①
〜
⑤
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
町
内
に
居
住
し
、
住
民
登
録
の
あ

る
方

②
町
内
に
お
い
て
、
メ
ス
犬
ま
た
は

メ
ス
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、

販
売
目
的
に
飼
っ
て
い
る
場
合
を
除

く
）

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

④
令
和
６
年
度
中
に
獣
医
師
に
よ
り

不
妊
手
術
を
受
け
る
こ
と

⑤
メ
ス
犬
の
場
合
、
町
へ
の
登
録
及

び
狂
犬
病
予
防
注
射
（
１
年
以
内
）

を
受
け
て
い
る
こ
と

○
補
助
金
額
（
１
頭
あ
た
り
）

・
メ
ス
犬　
５
，
０
０
０
円

・
メ
ス
猫　
４
，
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
毎
年
度
１
世
帯
に
つ
き

メ
ス
犬
お
よ
び
メ
ス
猫
そ
れ
ぞ
れ
１

頭
ま
で

○
申
請
方
法

　
手
術
日
か
ら
30
日
以
内
に
次
の
書

類
を
生
活
環
境
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
が
、

書
類
に
不
備
等
が
あ
る
場
合
、
補
正

に
来
て
も
ら
う
場
合
も
あ
り
ま
す

①
申
請
書
兼
請
求
書
（
証
明
欄
に
手

術
を
実
施
し
た
獣
医
師
の
証
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
）

②
領
収
書
の
写
し
（
診
療
明
細
書
で

も
申
請
可
能
で
す
が
、
獣
医
師
か
ら

領
収
済
み
の
捺
印
を
貰
っ
て
く
だ
さ

い
）　

③
補
助
金
振
込
先
の
確
認
が
で
き
る

も
の
（
郵
送
の
場
合
は
、
写
し
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
）

○
対
象
期
間
・
受
付
期
間
（
令
和
６

年
度
分
）

・
対
象
期
間　
４
月
１
日
〜
令
和
７

年
３
月
31
日

・
受
付
期
間　
手
術
日
か
ら
30
日
以

内※
た
だ
し
、
町
の
予
算
額
に
達
し
た

場
合
は
、
年
度
途
中
で
も
受
付
を
締

め
切
り
ま
す

○
注
意
事
項

※
対
象
と
な
る
の
は
、
メ
ス
犬
お
よ

び
メ
ス
猫
の
み
で
す
（
オ
ス
は
該
当

に
な
り
ま
せ
ん
）

※
申
請
か
ら
補
助
金
の
振
込
ま
で
、

お
よ
そ
１
か
月
か
か
り
ま
す

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
保
全

係　
☎（
81
）１
８
３
４

①
屋
外
で
は
、
犬
は
つ
な
い
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

②
散
歩
中
は
引
き
綱
を
つ
け
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ス
コ
ッ
プ
、

水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
必
ず

携
帯
し
、
ふ
ん
は
家
ま
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

③
所
有
者
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

（
首
輪
等
に
名
札
や
鑑
札
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
）
。

④
な
き
ぐ
せ
が
あ
る
場
合
は
獣
医
師

に
相
談
し
、
し
つ
け
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
愛
犬
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で
す
。

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に
飼

育
し
ま
し
ょ
う

◎
問
合
せ　
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５

８
　
栃
木
県
電
気
機
械
器
具
製
造
業
最

低
工
賃
が
４
月
20
日
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

○
適
用
す
る
家
内
労
働
者
お
よ
び
委

託
者
の
範
囲

　
栃
木
県
の
区
域
内
で
電
気
機
械
器

具
製
造
業
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る

家
内
労
働
者
お
よ
び
こ
れ
ら
の
業
務

を
委
託
す
る
委
託
者

○
最
低
工
賃
額

　
次
の
表
の
品
目
欄
、
工
程
欄
お
よ

び
規
格
欄
の
区
分
に
応
じ
、
金
額
欄

に
掲
げ
る
金
額

・
品
目　
コ
ネ
ク
タ
ー

・
工
程　
差
し
（
電
線
の
端
末
に
取

付
け
ら
れ
た
端
子
を
コ
ネ
ク
タ
ー
に

差
し
込
む
こ
と
を
い
う
）

・
規
格　
リ
ー
ド
線
に
つ
い
て
行
う

も
の

・
金
額　
１
品
に
つ
き
51
銭

◎
問
合
せ

　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
　
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に

基
づ
き
出
荷
制
限
区
域
で
採
取
さ
れ

た
野
生
の
山
菜
類
・
き
の
こ
は
飲
食

店
等
で
提
供
や
販
売
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
販
売
、
通
販
を
含
む
）
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
出
荷
制
限
区
域
外
の
地
域

で
採
取
さ
れ
た
も
の
は
、
販
売
前
に

放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
は
県
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
「
作
物
別
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
で
、
出
荷
制
限
に
つ
い
て
は
県

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
出
荷
制
限
」

で
検
索
で
き
ま
す
。

　
販
売
の
際
は
、
「
品
目
名
」
の
ほ

か
、
「
産
地
（
都
道
府
県
名
＋
市
町

名
）
」
と
「
野
生
」
の
表
示
を
徹
底

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

・
野
生
の
山
菜
類
、
き
の
こ
に
つ
い

て県
南
環
境
森
林
事
務
所　
☎
０
２
８

３（
23
）１
４
４
１　

・
食
品
の
安
全
に
つ
い
て

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　
☎
０
２

８
５（
22
）４
２
３
５

　
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
器

お
よ
び
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
お

客
様
に
管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
期
間　
５
月
１
日（
水
）〜
10
日

（
金
）

○
特
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
事
項

・
期
間
中
、
愛
犬
は
出
入
口
や
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
所
に
つ

な
い
で
お
い
て
く
だ
さ
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
（
鉄
板
、

資
材
、
植
木
鉢
、
車
、
洗
濯
機
な

ど
）

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
（
水
、

砂
、
泥
、
ゴ
ミ
な
ど
）　
　
　

・
家
屋
の
増
改
築
の
際
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の

37

お し ら せ

近
所
の
方
か
ら
愛
犬
が
き
ら
わ

れ
な
い
た
め
に

農
政
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

野
生
の
山
菜
類
・
き
の
こ
を
採

取
・
販
売
す
る
方
へ

家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ん
お
よ
び

家
内
労
働
を
委
託
し
て
い
る
方
へ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
お
知
ら
せ

止
水
栓
か
ら
宅
地
内
の
給
水
装

置
の
漏
水
に
つ
い
て

水
道
課
か
ら
の
お
し
ら
せ



給
水
装
置
（
給
水
管
、
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、
お
客
様

の
管
理
区
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
部
分
に
つ
い
て
の
漏
水
等
の
修
繕

は
、
お
客
様
に
負
担
し
て
も
ら
い
ま

す
。

　
３
か
月
に
１
度
、
水
道
水
の
放
射

性
物
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
水
道
課　
☎（
82
）２
２

６
０
（
徴
収
事
務
受
託
者
（
株
）
日

本
ウ
ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　
対
象
地
区
の
道
路
に
面
し
た
安
全

基
準
に
適
合
し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
撤
去
費
を
最
大
10
万
円
補
助
し
ま

す
。

○
対
象
地
区

・
指
定
避
難
所
周
辺

・
用
途
地
域
内

・
各
小
学
校
の
通
学
路

○
受
付
期
間　
４
月
15
日（
月
）〜
10

月
31
日（
木
）

※
補
助
制
度
ご
利
用
の
際
に
は
申
請

手
続
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

詳
し
い
補
助
の
要
件
等
も
あ
る
の
で
、

事
前
に
町
都
市
計
画
課
へ
問
合
せ
し

て
く
だ
さ
い

※
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

◎
問
合
せ　
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係　
☎（
81
）１
８
５
３

　
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
で

は
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
の
方
を
対
象
に
、
教
育
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
日  

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝

祭
日
、
長
期
休
業
中
を
除
く
）

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

※
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
で

は
、
お
子
さ
ん
の
就
学
・
転
学
の
参

考
の
た
め
、
学
校
見
学
会
お
よ
び
体

験
学
習
を
実
施
し
て
い
て
、
本
校
の

様
子
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
本
校
へ
の
入
学
・
転
学

を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。                                               

※
詳
細
は
４
月
中
旬
か
ら
掲
載
の
本

校
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

《
共
通
事
項
》

◎
申
込
・
問
合
せ

栃
木
市
皆
川
城
内
町
１
０
５
３
番
地

栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校
「
早

期
教
育
相
談
室　
ぽ
っ
ぽ
」
地
域
支

援
部
（
栃
特
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
☎（
24
）７
５
７
５　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）

１
７
０
３

　
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
、
毎
月
３
回
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
日
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日
時
　

・
４
月
９
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
４
月
21
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
４
月
25
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

・
５
月
14
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
５
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時

・
５
月
23
日（
木
）午
後
３
時
〜
７
時

○
場
所　
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

○
使
用
料
金　
１
人
に
つ
き
１
時
間

１
５
０
円
（
ゆ
う
が
お
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
は
１
時
間
１
０
０
円
）

※
使
用
料
金
の
み
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す

◎
問
合
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
施
設

係　
☎（
82
）２
３
４
５

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
は
か
る
た
め
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
主
催　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会

○
日
時　
５
月
７
日（
火
）午
前
８
時

30
分
集
合
締
切
（
遅
刻
し
た
場
合
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
）

※
小
雨
延
期
（
午
前
８
時
に
決
定
）

延
期
の
場
合
は
、
５
月
21
日（
火
）に

実
施
予
定

○
会
場　
町
総
合
運
動
場
Ｂ
グ
ラ
ウ

ン
ド

○
参
加
資
格　
町
内
在
住
の
方

○
申
込
方
法　
当
日
会
場
に
て
受
付

○
参
加
費　
３
０
０
円
（
協
会
登
録

者
は
無
料
）

○
協
会
へ
の
登
録　
年
間
会
費
３
，

５
０
０
円
〈
町
協
会
費
２
，
０
０
０

円
、
県
協
会
費
１
，
０
０
０
円
、（
公

社
）日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
費
５
０
０
円
〉

○
持
参
品　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

用
品
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　
壬
生
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会　
会
長　
星
野
ト
ヨ　

☎（
82
）１
８
８
７
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お し ら せ

壬
生
町
総
合
運
動
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導
日

都
市
計
画
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
補
助

制
度
に
つ
い
て

第
１
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会　
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら

の
お
し
ら
せ

ほ
し 

の   

と   

よ

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
し
ら
せ

早
期
教
育
相
談
の
ご
案
内

学
校
見
学
会
お
よ
び

体
験
学
習
の
ご
案
内

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

放
射
性
物
質
測
定
結
果
に
つ
い
て



　高い満足感を得たり、目標を目指すようになるために大
切な大脳前頭葉を育てる子育てについての講演とじゃれつ
き遊び実技があります。講演では託児を行いますので、ゆ
っくり話を聞くことができます。実技では全身を使い、親
子でふれあいながら楽しめる内容です。ぜひ体験してみま
せんか？
○日　時　５月18日（土）午前10時～正午
※午前９時50分までにお越しください
○場　所　子育て支援センターつばめ
○講　師　さつき幼稚園理事長　井上高光氏
○対　象　町内在住未就学児親子
○定　員　親子15組
※託児あり（希望の方は受付時にお知らせください）
○参加費　無料
○申　込　４月１日（月）～　電話・来所にて受付
　　　　　定員になり次第締切
○持ち物　汗拭き用タオル・水分補給用飲み物（大人・託
　　　　児の子ども用）
※動きやすい服装でお願いします

◎問合せ　こども未来課子育て支援センターつばめ　
　　　　　☎（86）0132・（25）7773
　　　　　（午前９時～午後４時30分）

「じゃれつき遊び」講習会参加者募集

いのうえたかみつ

子育て支援センター
からのおしらせつばめつばめ

　児童館を初めて利用する親子を応援します。
○日　時　４月17日（水）午前10時 ～11時 
○場　所　町児童館
○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・自由
　　　　遊び
○対　象　初めて児童館を利用する親子
○申　込　前日までに電話で申込み

◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388
　　　　　（月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時）

はじめての児童館

児童館からのおしらせ児童館からのおしらせ
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令和６年４月より町内で

○実施場所
○対 象 者
○保育時間
○休 園 日
○利 用 料
○定　　員
○申　　込
※宇都宮市の病児保育施設「おはなほいくえん」は利用できなくなります

ステラ獨協前保育園内病児専用室
乳幼児～小学校３年生
午前８時～午後５時（月曜日～土曜日）
日曜・祝日、年末年始
１日あたり2,000円（町民税非課税世帯は500円）
１日あたり３人
施設に直接申込みください。申請書類は、施設または役場こども未来課にもあります。

◎問 合 せ こども未来課保育係　☎（81）1831
ステラ獨協前保育園　☎（85）1010

病児保育事業　　　　　　が
利用可能になります

（病児対応型）

病児対応型病児保育 　当面の病状の急変が認められないが、病気回復期に至らず集団保育が
困難なお子さんを、病児保育用の専用スペースでお預かりする事業です。



－わくわく、ドキドキする楽しいおはなし！－
○日　時　４月27日（土）午前10時～10時30分
○場　所　町立図書館２階　児童室　
○内　容　絵本『きいろいのはちょうちょ』、大
　　　　型絵本『999ひきのきょうだい』他
○読み手　図書館読書ボランティア「おはなしア
　　　　ライグマ」　
○申　込　不要（当日直接図書館にご来館くださ
　　　　い）
※来てくれた方には、おはなし会の参加シールを
２倍プレゼント

　４月23日（火）～５月12日（日）は、「こどもの読
書週間」です。
　今年の標語は「ひらいてワクワク　めくってド
キドキ」
○内　容　上記期間中、お子さんを対象に、より
　　　　本に親しんでもらえるような楽しいイベ
　　　　ントを開催します。ぜひ来館ください。
○場　所　町立図書館

《共通事項》
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

「こどもの読書週間」イベント開催！

春のおはなし会「春はわくわく♪」

図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

睦小学校
壬生東小学校
壬生北小学校
羽生田小学校
安塚小学校
稲葉小学校
藤井小学校

午後１時～午後３時
午後１時～午後３時
午後１時～午後２時
午後１時～午後２時
午後１時～午後３時
午後１時～午後２時
午後１時～午後２時

９日（木）
10日（金）
14日（火）
21日（火）
22日（水）
23日（木）
24日（金）

○移動図書館（BM）５月の日程

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。
・おはなしひろば
　４月６日（土）・13日（土）・20日（土）
　５月４日（土）・11日（土）・18日（土）・25日（土）
　午前10時～10時30分
※４月27日（土）は「春のおはなし会」を午前10時
から開催します

おはなし会４・５月の日程

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～午後４時28日（火）

睦小学校
羽生田小学校
藤井小学校
稲葉小学校
壬生東小学校
壬生北小学校
安塚小学校

午後１時～午後３時
午後１時～午後２時
午後１時～午後２時
午後１時～午後２時
午後１時～午後３時
午後１時～午後２時
午後１時～午後３時

11日（木）
16日（火）
17日（水）
18日（木）
19日（金）
23日（火）
24日（水）

○移動図書館（BM）４月の日程

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

午後２時～午後４時26日（金）

（０･１･２才向け）
　４月18日（木） ・５月16日（木）
　午前10時～10時30分

《共通事項》
○場　所　町立図書館２階　児童室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

親子おはなし会

図書館キャラクター：ミブラ
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社員寮  賄い  募集

有限会社ヒロセ工業
本社　栃木県佐野市中町1066－2

TEL0283（86）8288

勤 務 地
月　　給
勤務時間

待　　遇

ヒロセ工業  壬生宿舎  壬生町落合３丁目１－９
18万円　土日祝休み
①  5：30～  9：30
②14：30～18：00
※①②両方できる方
交通費支給　社会保険加入

10名前後の調理
寮内清掃のお仕事です
住み込み可能

社員寮  賄い  募集社員寮  賄い  募集
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

消費生活相談

対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時 

町内在住者
申込み
問合せ 町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 町消費生活センター（役場庁舎内）

　相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

行政書士相談

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 司法書士

場　所

４月17日（水）午後２時～４時
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

４月１日（月）午前８時30分～

相続、遺言、農地転用、開発行為等の手続相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 行政書士

場　所

４月24日（水）午後２時～４時　 
１回の相談時間は30分です

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

４月１日（月）午前８時30分～

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

①
退
去
時
の
原
状
回
復
な
ど
の〝
住
宅
の
賃
貸
借
〞ト

ラ
ブ
ル

・
契
約
時
：
契
約
書
類
の
記
載
内
容
や
賃
貸
住
宅
の

現
状
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
入
居
中
：
入
居
中
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら
、
す

ぐ
に
貸
主
側
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

・
退
去
時
：
精
算
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
納
得
で
き

な
い
点
は
貸
主
側
に
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う

②
引
越
し
や
不
用
品
回
収
な
ど
の〝
引
越
し
関
連
〞ト

ラ
ブ
ル

・
引
越
し
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
時
は
約
款
を
よ
く
確
認
し
、

価
格
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う

・
引
越
し
完
了
後
は
す
ぐ
に
荷
物
の
状
態
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

・
不
用
品
の
処
分
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
が
案
内

す
る
ル
ー
ル
で
処
分
し
ま
し
ょ
う

③
新
生
活
を
狙
っ
た
〝
訪
問
販
売
〞
ト
ラ
ブ
ル

・
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
不
安
や
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
！

・
不
要
な
契
約
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う

・
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

④
新
生
活
で
も
気
を
付
け
た
い
〝
も
う
け
話
〞
ト
ラ

ブ
ル

・
う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
知
り
合
っ
た
相
手
か
ら
「
簡
単
に
稼
げ
る
」
な
ど

と
勧
誘
さ
れ
て
も
、
う
の
み
に
し
な
い
！

・
借
金
を
し
て
ま
で
投
資
や
副
業
等
の
た
め
に
お
金

を
支
払
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

⑤
ス
マ
ホ
や
ネ
ッ
ト
回
線
な
ど
の
〝
通
信
契
約
〞
ト

ラ
ブ
ル

・
料
金
プ
ラ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
書
面
で
も
し
っ

か
り
確
認
し
、
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う

・
転
居
時
に
ネ
ッ
ト
回
線
契
約
を
変
更
す
る
際
に
も

契
約
条
件
な
ど
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
問
合
せ　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎（
82
）１
１
０
６

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い

５
大
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
別
ア
ド
バ
イ
ス

人権･行政相談

その他

相談内容

場　所

日　時

役場103会議室

４月18日（木）午後１時30分～３時30分

　相談無料・秘密厳守 気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法

相談員

場　所

日　時

　国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。☎0570（078）374

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士

電話予約受付（先着順）

４月８日（月）
午前８時30分～

５月７日（火）
午前８時30分～

４月11日（木）  
午前10時～正午

５月９日（木）  
午前10時～正午

申込み
問合せ

町保健福祉センター２階　録音室

「人権相談」
　ひとりで悩んでいませんか？
　毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場で
の嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むこと
がある場合、人権擁護委員に人権相談をする
ことができます。
「行政相談」
　医療保険、年金、道路等、行政についての
苦情、要望等。
　相談員は本町の下記行政相談委員。
　相田喜久夫 氏　☎（82）0603
　粂川　元一 氏　☎（86）3869

あい だ  き  く  お

くめかわ    もといち



壬生町防災行政無線システムについて

総務課消防防災係　☎（81）1808壬生町防災行政無線に関するお問合せは

　役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携
帯電話やパソコンなどにメールで配信します。
　事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録
方法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや
下記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

☎0282（82）9000

　「放送されていることに途中で気付いた」
「風が強くて放送内容がよく聞こえなかった」
という場合は、次の番号に電話すると放送内容
を聞くことができます。
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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

午後１時～11時まで（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して、登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

日　　時

相談内容
相談番号

毎日　　 　午後４時～９時
毎月10日　午前８時 ～ 翌日11日
　　　　　 午前８時の24時間

日　　時

相談内容

平日　午後５時 ～ 翌朝８時30分
土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）
24時間
緊急に必要な精神医療相談自殺予防相談

いのちの電話 救急医療相談電話

☎0570（666）990

いのちの電話 救急医療相談電話いのちの電話 救急医療相談電話精神科自殺予防 精神科自殺予防

相談番号☎0120（783）556

午後７時～10時　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　午前９時～午後９時

内　科　午前９時～午後９時
外　科　午前９時～午後５時
小児科　午後６時～９時

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

※発熱やせき・息切れ、強いだるさ（倦怠感）などの症状がある場合は、直接受診する前に医療機関に電話相
談し、指示を受けてください。

※上記は３月時点の予定のため、最新の情報は栃木県公式ウェブサイトや壬生町公式ウェブサイトを確認してください

◆『とちまる救急安心電話相談』（４月1日午後４時から開始予定）
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3344　プッシュ回線＃7119

月曜日～金曜日　午後４時～翌朝 午前10時
土・日・祝休日　24時間
☎028(623)3511　プッシュ回線＃8000

４月７日
４月14日
４月21日
４月28日
４月29日
５月３日
５月４日
５月５日

大師町38－４
中央町６－37
中央町３－21
安塚1944－１
安塚2008－１
通町10－５
幸町２－11－２
本丸１－７－10

（81）0001
（82）2002
（82）0141
（86）0123
（86）0011
（82）0057
（86）1517
（82）0242

あ か り こ ど も ク リ ニ ッ ク
松 本 内 科 医 院
前 原 医 院
佐 藤 医 院
島 田 医 院
小 倉 医 院
おもちゃのまち内科クリニック
陣 内 医 院

◆壬生町在宅当番医　午前９時～午後５時
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

小児科
内科
内科
内科・小児科
内科
内科・小児科
内科
内科・小児科

（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（金）
（土）
（日）

通話料
無料

大人について子どもについて



５月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16
17

19

22
23
24

20

26

水

木

27

4

21

2

18

25

11

土

月

火

水

火

日

28
29

金

木

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

チャピー合同（9：00～子育て支援センターつばめ）
パパとママと一緒のベビトレヨガ教室（10：00～保健福祉センター２Ｆ） 

4か月児健診（13：00～保健福祉センター）

10か月児健診（13：00～保健福祉センター）

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
はじめての児童館（10：00～児童館）

ママと赤ちゃんの相談室（10：00～保健福祉センター）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

成長記録会・ベビーチャピー（9：30～保健福祉センター）

成長記録会・チャピー（9：30～保健福祉センター）

3歳児健診（12：50～保健福祉センター

おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～児童館）
1歳6か月児健診（12：50～保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～保健福祉センター）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃのまちゆうゆ館）

シルバー人材センター入会説明会 （13：30～壬生町シルバーワーク
プラザ　研修室）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター　刃物研ぎ （９：00～南犬飼地区公民館分館）
司法書士相談（14：00～103会議室）

土

水

木

月

火

日

土

土

金

金

木

日

月

水

火

月

日

水

火

行政書士相談（14：00～103会議室）

シルバー人材センター　刃物研ぎ（９：00～シルバーワークプラザ）

シルバー人材センター　刃物研ぎ（９：00～南犬飼地区公民館分館）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。４月16日～５月15日

４月

納期限　４月30日（日）

●固定資産税…………………（１期及び全期）
４月の
納税等
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以下の方より、犬及び猫の不妊手術等のために役立ててほしいと寄附がありました。
　　加藤　秀子　様　………………………………………………… 1,000,000円寄 附

４月号広報みぶ No.779
令和６年４月１日発行

環境保護のため再生紙を使用しています。

発行人／壬生町役場  〒321-0292 栃木県下都賀郡壬生町大字壬生甲3841-1　編集／総務部総合政策課情報デジタル係
　　　　電話0282-81-1814　FAX0282-28-6718　壬生町公式ウェブサイト https://www.town.mibu.tochigi . jp

【まちのうごき】●総人口 38,289人（-45）　男 18,972人（-14）　女 19,317人（-31）　●総世帯 16,536（-5） （　）内は前月比　令和６年２月末現在

 ん の 場み な 広

わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル

次回は６月生まれのアイドルを募集します。 ４月12日（金）締切り

【必要事項】

【申込方法】

【申 込 先】

【備　　考】

　氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
　町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
https://www.town.mibu.tochigi.jp/docs/2014122100034/
から申込みができます
役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
子育て支援センターでも受付けています。
壬生町総務部総合政策課情報デジタル係
〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
・壬生町在住の９歳以下（一緒に写っているお子さん含む）
に限ります。
・複数の写真を１枚にする、ぼかす、エフェクトを加えるなどの加工はしないでください。
・一度掲載した写真は原則掲載できません。
・写真は掲載後、原則お返しできません。
・町子育てサイトのトップページにもお写真のみ掲載します。

やす ら おか   さくおみ

安良岡 咲臣くん
（H30.4.15生）

たかやま  おう  り

髙山 央浬くん
（R5.4.18生）

くめかわ   の   の   か

粂川 希々花ちゃん
（H30.4.3生）

やまなか  みく と

山中 道翔くん
（H30.4.26生）

こんどう   え   な

近藤 愛奈ちゃん
（H31.4.12生）

やまなか  ゆい と

山中 結斗くん
（H29.4.21生）

くろ  だ    あさ ひ

黒田 朝陽くん
（R3.4.12生）

ひなた

陽ちゃん
（H29.2.18生）

ほんざわ    み ゆう

本澤 未悠ちゃん
（H30.4.29生）

あや み

采弥ちゃん
（R1.11.4生）

おちあい    な   な   み

落合 菜々美ちゃん
（H31.4.4生）

なかざと  たい き

中里 成希くん
（H31.4.21生）

̶お詫びと訂正̶　広報みぶ３月号の表紙にて、「No.777」と記載がありましたが、正しくは「No.778」でした。お詫びして訂正いたします。
広報みぶ３月号２ページ表紙写真の説明にて、「本誌８ページ」と記載がありましたが、正しくは「本誌13ページ」でした。お詫びして訂正いたします。

みぶまち・獨協健康大学
活動報告会および修了式・閉校式

　２月16日（金）に、令和５年度みぶまち・獨協健康大学活動報告会および修了式・閉校式を獨協医科大学
創立30周年記念館関湊記念ホールにて開催しました。
　活動報告会では獨協医科大学医学部公衆衛生学講座教授の小橋元先生を座長とし、グループごとに今年
度の活動の総まとめとして、フィールドワークを通して見えてきた町の健康課題について報告しました。
今年度は健康課題を見つけるまでをテーマとしていましたが、課題に対する解決策も発表するなかで「住
んでよかったと思える壬生町にしていきたい」という壬生町の町づくりに対する意欲的な意見も出るな
ど、活気あふれる活動報告となりました。
　令和６年度もみぶまち・獨協健康大学の開催を予定しています。「みんなが健康に暮らせるまちづくり」
の推進のため、ぜひご参加・ご協力をよろしくお願いします。

こ ばしげん

令和５年度みぶまち・獨協健康大学修了生活動報告会の様子

みぶまち・獨協健康大学
活動報告会および修了式・閉校式

みぶまち・獨協健康大学
活動報告会および修了式・閉校式

かとう    ひで こ
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	2404／07まちトピ追加
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